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【 写真 】帆船『日本丸』セイルドリル（11 月３日：山代町久原会場）
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t o p i c s

ト ピ ッ ク ス

−

今月の表紙
秋空をバックに真っ白
い帆を張る国内最大の
帆船『日本丸』。伊万
里 み な と 祭 り 2017
に合わせて 20 年振り
に伊万里港に寄港しま
した。美しいその姿を
一目見ようと、久原会
場には大勢の人が訪れ
ました。【３〜５ペー
ジに関連記事を掲載】

−
−

−

音楽の力で伊万里を元気に
伊万里市観光大使委嘱式

　
10
月
29
日
、
い
ま
り
秋
祭
り

２
０
１
７
の
催
し
の
一
つ
と
し

て
、
市
観
光
大
使
の
委
嘱
式
が
あ

り
ま
し
た
。
委
嘱
を
受
け
た
の
は
、

伊
万
里
市
出
身
の
歌
手
で
元
ク
リ

ス
タ
ル
キ
ン
グ
の
田
中
昌
之
さ
ん

で
す
。

　
ク
リ
ス
タ
ル
キ
ン
グ
は
、

１
９
７
９
年
の
『
大
都
会
』
の
大

ヒ
ッ
ト
で
一
世
を
風
靡び

し
た
ロ
ッ

ク
バ
ン
ド
。
田
中
さ
ん
は
突
き
抜

け
る
よ
う
な
高
音
が
魅
力
の
特
徴

的
な
ボ
ー
カ
ル
で
、
一
躍
時
の
人

に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
後
も
テ
レ

ビ
ア
ニ
メ
『
北
斗
の
拳
』
の
主
題

歌
が
ヒ
ッ
ト
す
る
な
ど
、
音
楽
界

に
大
き
な
足
跡
を
残
し
、
現
在
は

首
都
圏
を
中
心
に
精
力
的
な
ソ
ロ

活
動
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

　
塚
部
芳
和
市
長
か
ら
委
嘱
状
と

伊
万
里
焼
の
陶
板
を
あ
し
ら
っ
た

盾
を
贈
ら
れ
、
６
人
目
の
観
光
大

使
と
な
っ
た
田
中
さ
ん
。「
自
分
の

よ
う
な
者
で
も
何
か
役
に
立
つ
の

な
ら
喜
ん
で
。
も
ち
ろ
ん
謙
遜
で

す
け
ど
も
」
と
ジ
ョ
ー
ク
を
交
え

な
が
ら
話
し
ま
し
た
。

　
委
嘱
式
後
の
プ
レ
ミ
ア
ム
ス

テ
ー
ジ
で
は
、
往
年
の
ヒ
ッ
ト
曲

や
、
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
な
洋
楽
ナ
ン

バ
ー
な
ど
を
熱
唱
し
、
最
盛
期
を

彷ほ
う

彿ふ
つ

と
さ
せ
る
歌
声
に
、
集
ま
っ

た
聴
衆
は
息
を
の
ん
で
聴
き
入
り

ま
し
た
。

↑プレミアムステージで熱唱す
る田中さん

↑
委
嘱
を
受
け
た
田
中
さ
ん

（
左
）
と
塚
部
市
長
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特 集   
伊万里みなと祭り 2017 フォトレポート

● 問合先　　伊万里港開港 50 周年記念事業推進室（☎㉓２４６６）

　11 月３・４日、伊万里港開港 50 周年を記念して伊万里みなと祭り 2017 を開催し
ました。黒川町七ツ島地区と山代町久原地区の２会場で多彩な催しが行われ、来場者は
なんと市内のイベント史上最高とも言われる延べ10万人。大盛況の内に幕を閉じました。
　港の発展とともに歩んできた伊万里市。50 年の節目をきっかけに 50 年後の伊万里の
未来を見据え、私たちにできることを考えてみませんか。

過去、現在、そして未来へ・・・

海上から打ち上げられた花火は迫力満点（３日） 海上から打ち上げられた花火は迫力満点（３日）

タイムカプセル封印に立ち会った皆さん（４日）

海上輸送用の 40 フィート
コンテナに伊万里港の歴史
を投影したプロジェクショ
ンマッピング（３日）。鮮や
かな映像の連続に観客は思
わず息を飲んでいました。
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ー プレイベントも続々開催 ー

50 年前、開港を記念
して埋設されたタイム
カプセルを開封。埋設
した当日の新聞や写真
など当時を記す貴重な
資料が次々に取り出さ
れ、関係者からは歓声
が上がりました。

伊万里港の歴史を振り
返りつつ、これからの
伊万里港を考えるシン
ポジウムを開催。開港
当時の市の担当者の講
演や、有識者によるパ
ネルディスカッション
などが行われました。

みなと祭りを前に、伊万里港開港 50 周年事業としてさまざまなプレイベントを開催しました。ここで紹介し
たものの他にも、市内の小学生による久原工業団地立地企業やコンテナターミナルの見学、名村造船所内での
造船中の船内見学などを行い、開港 50 周年の気運を高めました。

カトリック幼稚園の園児の元気なマー
チングで開幕。今回寄港した船舶の入
港セレモニーが行われました。

入港セレモニー（３日）

自衛隊の掃海艇『うくしま』と『とよし
ま』が寄港。船内には任務内容を紹介
するパネルなどが展示されていました。

自衛隊掃海艇一般公開（３・４日）

社団法人グローバル人材育成推進機構
の帆船『みらいへ』。波穏やかな伊万里
湾内を優雅にクルーズしました。

帆船『みらいへ』港内クルージング
（３・４日）

ふだんは入ることができないコンテナ
ターミナル。コンテナを船から積み下
ろす作業の様子を見学できました。

伊万里港コンテナターミナル見学会
（３・４日）

市内に立地する企業が、自社製品の紹
介や面白いアトラクションなどを行っ
てＰＲしていました。

企業ＰＲブース（３・４日）

同社のゲームコンテンツ展示、キック
ターゲット、サガン鳥栖の選手のサイ
ン会などが行われました。

株式会社サイゲームス特設ブース
（３・４日）

ー　紙面では全て紹介しきれないほど、イベントが盛りだくさん　ー

開港記念タイムカプセル開封（６月１日） 記念シンポジウム（９月 23 日）
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特 集 　伊万里みなと祭り 2017 フォトレポート

巡視船『まつうら』が一般に公開。海
上保安庁の制服を着て船の前で撮影で
きるサービスも行われていました。

海上保安庁巡視船一般公開
（３・４日）

さまざまな可能性を秘め、利用分野が
広がり続けているドローンの操縦体験。
コツをつかめば誰でも操縦可能です。

ドローン体験コーナー（３・４日）

50 年後の未来へタイムカプセルを封印

４日に行われた開港 50 周年記念
式典では、新たなタイムカプセル
を封印。今年市内で生まれた赤
ちゃん７人とその家族、50 年前
の開港記念タイムカプセル封印の
際に赤ちゃんとして参加した５
人、山口祥義県知事、塚部芳和市
長がそれぞれの思いを込めた品を
カプセルに収めました。

開港 50周年記念歌『伊万里港』など
を突き抜ける美声で力強く歌い上げ、
大勢の観客を魅了しました。

池田輝郎歌謡ショー（４日）

子どもたちなどが企業の作業現場の壁
に、思い思いの絵を描いていました。
どれも個性あふれる力作ばかり。

壁面お絵描き（４日）

毎年波多津漁港で開催される波多津み
なと祭りを会場を移して開催。名産のカ
キや伊万里牛などに舌鼓を打ちました。

波多津みなと祭り（３、４日）

皆さんの来場ありがとうございました。
伊万里港は次の 50 年に向けて、更なる飛躍を目指します。

１週間前の本祭の興奮冷めやらぬまま
に、迫力満点の模擬合戦が繰り広げら
れました。

伊万里トンテントン模擬合戦（４日）

日本丸の登しょう礼（７日）
登しょう礼とは、出港の時に港や歓送者に対して、感
謝の意を表すために行う帆船最高の礼。実習生が帆
桁にずらりと並び、声高らかに「ごきげんよう」と
３声して帽子を振る姿は圧巻でした。このあと日本
丸は汽笛を数回鳴らし、伊万里港を後にしました。

アジアの貿易拠点として伊万里、
佐賀、日本が元気になるような港
へ発展することを願っています

ー 立ち会い者の三
み

根
ね

さん家族 ー
　直博さん（父）、恭子さん（母）
　功輝さん（長男）、結

ゆい

豊
と

さん（次男）

  日本丸
   また会う日まで
 　     「ごきげんよう」

50 年後に
願いを込めて

『日本丸』の人文字をつくり見送りました
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伊万里を舞台に描く
家族の絆の物語

世代を超えて市民に
愛される図書館へ

『広報伊万里』で振り返る１年

伊
万
里
市
の
こ
の
１
年

　
平
成
29
年
（
２
０
１
７
年
）
も
あ
と
わ
ず
か
で
暮
れ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
あ
な
た
に
と
っ
て
、
こ

の
１
年
は
ど
の
よ
う
な
年
で
し
た
か
。

　
私
た
ち
が
住
む
伊
万
里
市
で
も
、
た
く
さ
ん
の
出
来
事
や
話
題
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
こ
で
は
、『
広
報

伊
万
里
』
を
も
と
に
、
市
の
１
年
を
振
り
返
っ
て
み
ま
す
。

【
12
月
】

●

二
里
町
中
里
地
区
で
12
年
に
１
度
の
猿
田
彦
大
神
奉
納
『
申
相

撲
大
会
』
が
開
催
《
４
日
》

●

波
多
津
町
ま
ち
づ
く
り
運
営
協
議
会
が
『
九
州
農
政
局
長
賞
』

を
受
賞
し
塚
部
芳
和
市
長
を
表
敬
訪
問
《
５
日
》

【
１
月
】

●
『
伊
万
里
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
２
０
１
７
』
を
開
催
《
９
日
》

【
２
月
】

●

お
笑
い
芸
人
の
キ
ン
タ
ロ
ー
。
さ
ん
に
市
観
光
大
使
を
委
嘱

　《
４
日
》

●

株
式
会
社
富
士
建
（
佐
賀
市
）、株
式
会
社
島
内
エ
ン
ジ
ニ
ア
（
佐

賀
市
）、
株
式
会
社
ゼ
ン
リ
ン
（
福
岡
市
）
と
市
が
『
災
害
時
応

援
協
定
』
を
締
結
《
６
日
》

【
３
月
】

●

市
内
各
校
へ
『
金
子
和
枝
文
庫
』
を
設
置
す
る
た
め
の
図
書
購

入
費
用
と
し
て
２
３
０
０
万
円
を
市
へ
寄
付
し
た
金
子
和
斗
志

さ
ん
（
中
井
樋
）
に
感
謝
状
を
贈
呈
《
８
日
》

●

第
１
回
市
長
と
語
ろ
う
『
伊
万
里
の
夢
づ
く
り
』
座
談
会
を
大

川
公
民
館
で
開
催
（
10
月
ま
で
全
13
町
・
地
区
で
開
催
）。《
15
日
》

●

市
民
図
書
館
の
貸
出
冊
数
１
１
，
１
１
１
，
１
１
１
冊
を
達
成

《
18
日
》

●

波
多
津
東
幼
稚
園
の
閉
園
式
を
開
催
《
19
日
》

●

波
多
津
小
学
校
・
波
多
津
東
小
学
校
で
閉
校
式
を
開
催
（
２
校

を
統
合
し
波
多
津
小
学
校
と
し
て
４
月
開
校
）。《
25
日
》

【
４
月
】

●
『
広
報
伊
万
里
』
と
『
市
役
所
だ
よ
り
』
を
統
合
。
広
報
紙
の
発

行
回
数
が
月
１
回
に
《
１
日
》

●

第
１
期
市
地
域
お
こ
し
協
力
隊
員
を
委
嘱
《
１
日
》

●

沖
縄
県
で
開
催
さ
れ
た
『
第
９
回
沖
縄
国
際
映
画
祭
』
で
、
伊

万
里
を
舞
台
と
し
た
地
域
発
信
型
映
画
『
伊
万
里
の
ま
り
』
が

上
映
《
23
日
》

●

伊
万
里
っ
子
し
ぐ
さ
日
め
く
り
カ
レ
ン
ダ
ー
を
８
年
ぶ
り
に
改

訂
。
立
花
小
学
校
で
配
布
式
を
開
催
《
26
日
》

【
５
月
】

●

中
国
大
連
市
と
の
友
好
交
流
30
周
年
を
記
念
し
、
59
人
の
市
民

訪
問
団
を
大
連
市
に
派
遣
《
20
日
〜
23
日
》

●

日
本
航
空
株
式
会
社
と
市
が
『
包
括
連
携
協
定
』
を
締
結
《
26
日
》

広
報
伊
万
里
平
成
29
年
１
月
号
〜

12
月
号
に
掲
載
し
た
主
な
出
来
事写

真
１

写
真
２

写
真
４

写
真
５

写
真
６

写
真
８

写
真
７

写
真
９

写
真
３

伊万里路を『駆ける』2

市民のハートを
フライングゲット

3

5

48 年の歴史に幕6

伊万里を元気に7

写
真
11

写
真
10

申年限定の真剣勝負1

8 4 未来を担う子どもたちへ
読書を通じて光り輝いて

62017.12広報伊万里



的確な防災情報を迅速に

友好交流の襷
たすき

渡しを

希少種のチョウは
地域の宝

『広報伊万里』で振り返る１年覚えていますか？ いろいろな出来事

【
６
月
】

●

伊
万
里
港
開
港
50
周
年
タ
イ
ム
カ
プ
セ
ル
を
開
封
《
１
日
》

●

ナ
レ
ッ
ジ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
株
式
会
社
（
福
岡
市
）
と
市
が
進
出

協
定
を
締
結
《
29
日
》

【
７
月
】

●

大
塚
製
薬
株
式
会
社
と
市
が
『
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
・
健
康
増
進

に
関
す
る
連
携
・
協
力
協
定
』
を
締
結
《
３
日
》

●

熊
本
県
菊
池
市
・
熊
本
県
嘉
島
町
・
伊
万
里
市
が
『
災
害
時
相

互
応
援
協
定
』
を
締
結
《
24
日
》

●

中
国
大
連
市
か
ら
青
少
年
訪
問
団
43
人
が
来
伊
《
30
・
31
日
》

【
８
月
】

●

大
野
岳
タ
イ
ワ
ン
ツ
バ
メ
シ
ジ
ミ
繁
殖
地
を
市
天
然
記
念
物
に

指
定
《
１
日
》

●
『
第
28
回
伊
万
里
の
夏 

ど
っ
ち
ゃ
ん
祭
り
』
を
開
催
《
６
日
》

●

防
災
行
政
無
線
の
運
用
を
開
始
《
22
日
》

【
９
月
】

●

伊
万
里
港
開
港
50
周
年
記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
《
23
日
》

●

中
国
大
連
市
公
務
研
修
生
の
李
瑩
さ
ん
が
帰
国
《
28
日
》

【
10
月
】

●

伊
万
里
鍋
島
焼
協
同
組
合
が
鍋
島
藩は
ん

窯よ
う

秋
ま
つ
り
『
献
上
の

儀
』
で
、
島
根
県
松
江
市
の
松
浦
正
敬
市
長
に
瓶
子
（
色
絵
青

海
波
雪
輪
花
文
瓶
子
）
を
献
上
《
３
日
》

●

南
波
多
町
府
招
地
区
の
愛あ
た
ご宕

権ご
ん

現げ
ん

神
社
秋
ま
つ
り
で
『
府
招
の
浮

立
（
県
重
要
無
形
民
俗
文
化
財
）』
を
奉
納
《
８
日
》

●

市
観
光
大
使
の
池
田
輝
郎
さ
ん
が
伊
万
里
港
開
港
50
周
年
記
念

歌
『
伊
万
里
港
』
を
発
売
《
25
日
》

●
『
伊
万
里
ト
ン
テ
ン
ト
ン
祭
り
』
が
開
催
《
27
〜
29
日
》

●
『
い
ま
り
秋
祭
り
２
０
１
７
』・『
伊
万
里
牛
カ
ー
ニ
バ
ル

２
０
１
７
』
を
同
時
開
催
《
28
・
29
日
》

●

伊
万
里
市
出
身
の
歌
手
・
田
中
昌
之
さ
ん
に
市
観
光
大
使
を
委

嘱
《
29
日
》

【
11
月
】

●

伊
万
里
港
開
港
50
周
年
記
念
『
伊
万
里
み
な
と
祭
り
２
０
１
７
』

を
開
催
《
３
・
４
日
》

●

市
観
光
協
会
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ま
ち
づ
く
り
伊
萬
里
、
Ｐ
Ｏ
Ｒ
Ｔ

Ｏ
株
式
会
社
、
市
の
４
者
が
『
観
光
情
報
等
地
域
情
報
の
発
信

に
関
す
る
連
携
協
定
』
を
締
結
《
９
日
》

●

市
川
龍
男
さ
ん
（
立
花
町
）
が
卓
越
し
た
技
能
者
（
現
代
の
名
工
）

表
彰
を
受
賞
し
塚
部
市
長
を
表
敬
訪
問
《
10
日
》

写
真
16

写
真
12

写
真
13

写
真
14

写
真
15

写
真
17

14 友好交流 30 年のあゆみ

17

16

国宝松江城で『献上の儀』18

故郷の歌として永遠に
歌い継がれるように

19

半世紀の発展の歴史

日本の空を伊万里が席巻

12

15

本
紙
Ｐ
８

本
紙
Ｐ
２

本
紙
Ｐ
３
〜
５

本
紙
Ｐ
19

本
紙
Ｐ
14

← 写真：江藤俊章さん提供

写
真
18

写
真
19

市民の健康増進と
スポーツの振興を

13

11

勇壮可憐な夏の風物詩16

思いやりのある
『伊万里っ子』になって

9

10
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み ん な の 広 場

e v e r y o n e ' s  p l a z a

武雄市の慧
けい

洲
しゅう

園
えん

などで、肥前大茶会 2017がありました。

日本遺産に認定されている肥前やきもの圏の５つの産地

（伊万里市・唐津市・武雄市・嬉野市・有田町）が一堂に

会し、それぞれの焼き物文化を茶会で表現。来場者はお茶

と器はもちろん、茶室のしつらえや装飾まで地域ごとに

工夫を凝らされた個性あふれる茶席を楽しんでいました。

肥前大茶会 2017

茶席で巡る５つの焼き物の里

10.14・15

↑風情のある空間でゆったりとした時間が流れていました ↑東山代町を最後に 13 町・地区での座談会の全日程が終了

二里公民館と東山代公民館で、市長と語ろう『伊万里の

夢づくり』座談会がありました。二里公民館（10月５日）

では人口減少やいまりんバスの利便性向上の対策など、

東山代公民館では町内の小学校と公民館を集約し施設整

備をする案や、浦ノ崎地区廃棄物処理用地の産業用地への

変更などについて、さまざまな質問や意見が出ていました。

市長と語ろう『伊万里の夢づくり』座談会

市民とつくる明るい未来

10.31

市内 16 の団体や企業が参加した市民総踊り

たくさんの人が伊万里牛や伊万里産食材のバーベキューを楽し
んだ伊万里牛カーニバル会場の様子

市街地でいまり秋祭り 2017 がありました。雨のため

中止された催しもありましたが、多くの人でにぎわいま

した。同時開催の伊万里牛カーニバルも大盛況。天候が

回復した２日目、市民総踊りでスタートした祭りは一気

にパワー全開。伊萬里神社御神幸祭『伊万里トンテント

ン』の勇壮な模擬合戦にも、大きな歓声が上がりました。

10.28・29

模擬合戦で三連打の太鼓を合図に組み合う団
だんじり

車と荒
あら

神
み こ し

輿

いまり秋祭り 2017

秋の伊万里は最高潮

82017.12広報伊万里



み ん な の 広 場

市民図書館で、調べる学習コンクール表彰式がありました。

２回目となる今年は小学生から昨年の約４倍となる168点

の応募があり、審査の結果16点の受賞作品を選出。内４点

は全国コンクールに推薦されます。杉原あけみ館長は、「ふ

だんの生活の中で不思議に思ったことを真剣に調べてまと

めてあり、どれも読み応えがありました」と講評しました。

市民図書館・学校図書館を使った調べる学習コンクール

自ら調べて考えることの楽しさを知る

↑作品は 12 月 10 日（日）まで市民図書館で展示しています

受賞者の皆さん

11.11 11.5

市文化祭『合同芸能発表会』

バラエティー豊かな芸能を披露

市文化祭『合同芸能発表会』が市民センターでありました。

文化ホールでは、民舞や箏
そう

曲、ダンスなど、市内で活動す

る 16団体が 21の演目を披露。日ごろから積んだ練習の

成果に、会場からは惜しみない拍手が送られました。また、

館内には生け花や書、盆栽などの力作も展示され、来館

した人たちは、文化の薫り高い秋の一日を過ごしました。

鮮やかな衣装とゆったりとした仕草が印象的なＹＫハワイ
アンフラサークルのフラダンス

↑熟練の節回しで漢詩を吟ずる詩吟朗
詠錦城会の皆さん

↑華麗な伊万里ジュニ
アバレエの演舞

11.12

市民センターで市学力向上フォーラムがありました。こ

れは、小・中学生の学力向上のため、家庭や地域での教

育について考えようと、市教育委員会などが開催したも

のです。育友会関係者や教員が参加したパネルディスカッ

ションでは、子どもの家庭での学習習慣や生活習慣など

について、それぞれの立場から意見が述べられました。

市学力向上フォーラム

子どもたちの『学ぶ力』を育てよう

↑家族連れの観光客を苦心しながら案内する観光ガイドの
子どもたち

11.3

子ども伊万里塾の一環として養成された、子ども観光ガ

イドのお披露目がありました。８月から９回に渡り伊万

里の歴史学習やガイドの実践練習を重ねてきた 12 人の

子どもたち。この日は勉強の集大成として、大川内山で

の観光ガイドにチャレンジしました。本番に緊張しなが

らも、努力の成果がしっかりと表れたガイドぶりでした。

子ども観光ガイド

猛勉強の成果を発揮しました

↑教育先進地である福井県の教員も参加したパネルディス
カッションの様子
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ほ が ら か ペ ー ジ

c h e e r f u l n e s s  p a g e

ほ が ら か ペ ー ジ

c h e e r f u l n e s s  p a g e

百
寿
メ
ダ
ル
贈
呈

　
め
で
た
く
百
歳
の
誕
生
日
を

迎
え
ら
れ
た
奈
良
﨑
ツ
ル
さ
ん

を
、
10
月
29
日
、
塚
部
芳
和
市

長
が
訪
問
し
、
記
念
の
メ
ダ
ル

を
贈
呈
し
ま
し
た
。

　
ツ
ル
さ
ん
は
と
て
も
働
き
者

で
、
長
年
農
業
に
精
を
出
さ
れ

奈
良
﨑
　
ツ
ル 

さ
ん

（
波
多
津
町
筒
井
）

て
い
ま
し
た
。
若
い
頃
か
ら
運

動
が
得
意
で
、
足
が
速
か
っ
た

そ
う
で
す
。
60
代
か
ら
始
め
た

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
で
も
持
ち
前
の

セ
ン
ス
の
良
さ
を
発
揮
し
、
さ

ま
ざ
ま
な
大
会
で
獲
得
し
た
メ

ダ
ル
は
20
個
以
上
。
全
国
大
会

の
出
場
経
験
も
あ
る
そ
う
で
す
。

農
業
や
運
動
の
お
か
げ
で
体
が

丈
夫
な
こ
と
が
長
生
き
の
秘ひ

訣け
つ

だ
と
か
。
こ
の
日
は
家
族
や
親

戚
、
近
所
の
人
な
ど
が
大
勢
集

ま
り
盛
大
な
お
祝
い
の
宴
が
開

か
れ
ま
し
た
。
ツ
ル
さ
ん
は
穏

や
か
に
微
笑
み
な
が
ら
周
り
の

人
に
「
み
な
さ
ん
ど
う
ぞ
食
べ

て
く
だ
さ
い
」
と
声
を
か
け
、
気

遣
い
を
見
せ
て
お
ら
れ
ま
し
た
。

冬ふ
ゆ

木き

の
芽め  

ふ
く
ら
み
見み

ゆ
る  

逞
た
く
ま

し
さ

数あ
ま

多た

あ
る  

暦
こ
よ
み

め
く
り
て  

師し

わ

す走
な
り

　
　
　
　
　
日ひ

日び

の
早は
や

さ
や  

去こ

ぞ年
に
も
増ま

し
て

つ
く
し
俳
句
会

杉
山
　
露つ
ゆ

子こ

伊
万
里
白
露
短
歌
会

田
中
　
三み

代よ

子こ

や
っ
て
み
ゅ
〜
だ
２
０
１
７ 

in 

大
川
町

み
ん
な
で
作
る
町
民
自
慢
の
イ
ベ
ン
ト

ム
、
女
子
８
チ
ー
ム
が
参
加
し
、

白
熱
の
デ
ッ
ド
ヒ
ー
ト
を
繰
り
広

げ
ま
し
た
。

　
こ
の
ほ
か
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ

ル
フ
大
会
や
佐
賀
牛
の
バ
ー
ベ

キ
ュ
ー
、
地
元
農
産
物
の
直
売
、

花
火
大
会
な
ど
多
く
の
催
し
が
あ

り
、
市
内
外
か
ら
訪
れ
た
多
く
の

人
た
ち
は
、
終
日
、
大
川
町
自
慢

の
イ
ベ
ン
ト
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　
大
川
町
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
周
辺
で
『
や
っ
て
み
ゅ
〜
だ

２
０
１
７
in
大
川
町
』
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　
全
日
本
玉
入
れ
協
会
の
公
認
と

な
っ
て
２
回
目
の
『
第
15
回
佐
賀

県
玉
入
れ
選
手
権
』
に
は
21
チ
ー

ム
が
参
加
。
遠
く
は
鹿
児
島
県
や

宮
崎
県
な
ど
、
多
く
の
市
外
か
ら

の
参
加
も
あ
っ
た
大
会
は
、
各
チ
ー

ム
工
夫
を
凝
ら
し
た
ユ
ニ
フ
ォ
ー

ム
を
そ
ろ
え
る
な
ど
、
競
技
開
始

前
か
ら
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し

た
。
競
技
レ
ベ
ル
も
非
常
に
高
く
、

ベ
ス
ト
タ
イ
ム
を
記
録
し
た
チ
ー

ム
は
、
な
ん
と
28
秒
足
ら
ず
で
す

べ
て
の
玉
を
入
れ
終
え
ま
し
た
。

　
東
京
眉ま

ゆ

山や
ま

会
旗
争
奪
の
ジ
ュ
ニ

ア
駅
伝
大
会
で
は
、
男
子
９
チ
ー

↑そろいのＴシャツで心を一つにして
競技に臨む玉入れ選手権の出場者

↑ジュニア駅伝大会女子の部のス
タートの様子
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ほ が ら か ペ ー ジ

食育ワンポイント

〜 医王保育園 〜
食育活動を紹介

市は、食のまちづくり宣言を行い、事業者や皆さんと協働で、『食』を生かしたまちづくりに取り組んでいます。
このコーナーでは、市内保育園などで取り組んでいる食育活動を紹介します。

● 問合先　まちづくり課まちづくり推進係
（ 　☎㉓２１１４）

みんなで広げよう『食のまちづくりの輪』

その芋を使って石焼き芋をつくります。煙突から出る煙と
ともに辺りに漂う甘い香り。焼き上がりを待つ間に『やき
いもグーチーパー』の歌を歌い、焼き上がると甘くておい
しい熱々の芋を何個も食べました。また、それぞれにオリ
ジナルのスイートポテトも作りました。自分たちで食材に
関わり五感を刺激することで、たくさんの発見や喜びを味
わい、食への興味が一層深まります。これからもさまざま
な食体験を通して、園の食育目標である『おいしく食べる
子』、『楽しく食べる子』になってほしいと思います。

五感で楽しむ秋の味覚

石焼き芋とスイートポテト作り

芋のおいしい食べ方の秘
ひ

訣
けつ

　芋を長く保存するための秘訣は、収穫後にまず干すこと。掘ったばかりの芋
は水分を多く含み、そのまま保存してしまうと腐ったりカビが生えたりしてしまいます。3 日～ 1 週間
程度天日に当てて乾燥させ余分な水分を飛ばすと、数か月間保存できるようになります。さらに、収穫か
ら 2 ～ 3 か月程度保存してから食べるとでんぷんが糖に変化して甘みが増し、よりおいしくなります。

芋あめを丸めていろいろな形のスイートポテトを作りました

Y O U N G  W A L K E R

山口 貴
たか

士
し

 さん

◆ 株式会社伊万里木材市場
（山代町）

◆ 平成 27 年４月入社

(21 歳・東山代町浦川内 )

◇
ど
ん
な
仕
事
を
し
て
い
ま
す
か

　
木
を
切
っ
た
り
、
植
樹
を
し
た

り
し
て
森
林
を
整
備
す
る
仕
事

を
し
て
い
ま
す

◇
仕
事
で
心
掛
け
て
い
る
こ
と
は

　
山
を
き
れ
い
に
整
備
し
て
、
山

主
さ
ん
に
返
す
こ
と
で
す

◇
目
標
（
仕
事
）
は

　
仕
事
を
通
じ
て
市
内
の
森
林
を

守
っ
て
い
き
た
い
で
す

◇
自
己
Ｐ
Ｒ
を
ど
う
ぞ

　
何
事
に
も
一
生
懸
命
取
り
組
み

ま
す

◇
趣
味
　
釣
り
、
旅
行

◇
市
民
へ
一
言

　
山
に
関
す
る
相
談
な
ど
は
伊
万

里
木
材
市
場
に
お
ま
か
せ
く
だ

さ
い

10 月、畑のお世話をしてくださる地域の方や
障害者就労支援センターの皆さんと一緒に６
月に苗を植えたさつまいもの芋掘りを行いま
した。掘った数を数えたり、大きさを比べた
りと、思い思いに収穫の喜びを味わいました。

大きなさつまいもがたくさん採れたよ

ア ル バ ム

我が家の

前山 新
あら

太
た

さん

＊亮・あずささんの長男

＊木須東

(     )２歳
６か月

　
ぼ
く
は
お
も
ち
ゃ
の
魚
釣
り
や
砂

遊
び
、
パ
ズ
ル
で
遊
ぶ
こ
と
が
大
好

き
♡
最
近
は
お
も
ち
ゃ
の
車
を
集
め

た
り
、
す
べ
り
台
で
遊
ん
だ
り
す

る
こ
と
に
夢
中
だ
よ
☆彡
あ
と
サ
ン

シ
ャ
イ
ン
池
崎
の
も
の
ま
ね
が
得
意

で
み
ん
な
喜
ん
で
く
れ
る
ん
だ
♪

　
い
つ
も
い
ろ
ん
な
表
情
で
み
ん

な
を
笑
顔
に
し
て
く
れ
て
あ
り
が

と
う
♬
こ
れ

か
ら
も
ず
っ
と

元
気
い
っ
ぱ
い

で
、
み
ん
な
に

優
し
い
あ
っ
く

ん
で
い
て
ね
★
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ス ポ ー ツ

s p o r t s

ス ポ ー ツ

s p o r t s

12 月の市民スポーツ

３日（日）
● 名村カップ伊万里ジュニア駅伝大会
　午前９時開会　国見台陸上競技場
９日（土）
● 火の用心グラウンド・ゴルフ大会
　午前８時 30 分開会  

国見台陸上競技場ほか
10 日（日）
● ＪＡ伊万里『フルーツの里』ロードレー

ス大会
　午前８時 30 開会　南波多梨撰果場前
● 東西松浦駅伝大会予選会
　午前 10 時開会  国見台陸上競技場
17 日（日）
● 伊万里会長杯争奪バドミントン選手

権大会
　午前９時開会　国見台体育館
● 高等学校弓道奨励射会
　午前９時開会　国見台弓道場

●

期
　
日
　
11
月
３
日

●

場
　
所
　
国
見
台
体
育
館

◆
市
内
チ
ー
ム
の
上
位
成
績

【
Ａ
グ
ル
ー
プ
（
予
選
１
位
）】

▽
３
　
位
　
伊
万
里
中
校
区
Ａ

第
５
回
秘
窯
の
里
伊
万
里

ラ
ー
ジ
ボ
ー
ル
卓
球
大
会

第
40
回
市
長
旗
争
奪
伊
万
里

地
区
高
等
学
校
野
球
秋
季
大
会

↑優勝した伊万里高校野球部

◆
市
内
選
手
の
上
位
成
績（
３
位
以
内
）

【
小
学
男
子
１
・
２
・
３
年
生(

１
㎞)

】

▽
１
位
　
黒
川
裕
斗
　
４
分
07
秒

牧
島
ジ
ュ
ニ
ア
陸
上

▽
３
位
　
二
宮
　
蓮
　
４
分
10
秒

伊
万
里
Ｊ
Ａ
Ｃ

【
小
学
女
子
１
・
２
・
３
年
生(

１
㎞)

】】

▽
１
位
　
林
田
亜
紗
美 

４
分
19
秒

Ｉ
Ｒ
Ｒ
Ｃ

▽
２
位
　
山
本
敦
子 

４
分
34
秒

山
代
西
陸
上
ク
ラ
ブ

▽
３
位
　
石
井
双
葉 

４
分
35
秒

東
山
代
少
年
陸
上

【
小
学
男
子
４
年
生
（
２
㎞
）】

▽
１
位
　
吉
木
涼
真
　
８
分
09
秒

Ｉ
Ｒ
Ｒ
Ｃ

▽
２
位
　
福
川
雅
也
　
８
分
10
秒

青
嶺
陸
上
ク
ラ
ブ

▽
３
位
　
相
良
流
我
　
８
分
17
秒

牧
島
ジ
ュ
ニ
ア
陸
上

【
小
学
女
子
４
年
生
（
２
㎞
）】

▽
１
位
　
差
形
心
悠 

８
分
52
秒

伊
万
里
Ｊ
Ａ
Ｃ

▽
２
位
　
馬
﨑
望
喜 

８
分
56
秒

伊
万
里
三
香
ク
ラ
ブ

▽
３
位
　
岡
本
莉
子 

９
分
02
秒Ｉ

Ｒ
Ｒ
Ｃ

【
小
学
男
子
５
年
生
（
２
㎞
）】

▽
３
位
　
杉
山
　
慶
　
７
分
57
秒

ブ
ラ
ッ
ク
リ
バ
ー
少
年
野
球

【
小
学
女
子
５
年
生
（
２
㎞
）】

▽
３
位
　
澁
田
乃
ノ
佳 

８
分
47
秒

伊
万
里
Ｊ
Ａ
Ｃ

【
小
学
女
子
６
年
生
（
２
㎞
）】

▽
２
位
　
山
口
　
綾 

８
分
28
秒

牧
島
ジ
ュ
ニ
ア
陸
上

【
中
学
男
子
１
年
生
（
３
㎞
）】

▽
１
位
　
執
行
隆
之
介 

10
分
58
秒

国
見
中
学
校

▽
２
位
　
中
村
航
矢 

11
分
02
秒

青
嶺
中
学
校

▽
３
位
　
出
雲
雄
也 

11
分
24
秒

国
見
中
学
校

【
中
学
女
子
１
年
生
（
２
㎞
）】

▽
１
位
　
堀
田
佳
奈 

７
分
59
秒

啓
成
中
学
校

▽
２
位
　
赤
石
千
尋 

８
分
39
秒

啓
成
中
学
校

▽
３
位
　
小
杉
ほ
の
か 

８
分
42
秒

青
嶺
中
学
校

【
中
学
男
子
２
年
生
（
３
㎞
）】

▽
１
位
　
小
島
宗
慈 

10
分
52
秒

山
代
中
学
校

▽
２
位
　
大
島
聖
生 

10
分
55
秒

啓
成
中
学
校

▽
３
位
　
山
口
幸
樹 

11
分
00
秒

山
代
中
学
校

【
中
学
女
子
２
年
生
（
２
㎞
）】

▽
１
位
　
野
口
の
の
か 

７
分
35
秒

伊
万
里
中
学
校

▽
２
位
　
原
田
真
友
子 

８
分
27
秒

啓
成
中
学
校

▽
３
位
　
貞
方
佳
恵 

９
分
00
秒

山
代
中
学
校

【
中
学
男
子
３
年
生
（
３
㎞
）】

▽
１
位
　
山
口
大
雅 

10
分
36
秒

啓
成
中
学
校

▽
２
位
　
田
中
　
廉 

10
分
42
秒

啓
成
中
学
校

▽
３
位
　
喜
多
健
人 

10
分
45
秒

青
嶺
中
学
校

【
中
学
女
子
３
年
生
（
２
㎞
）】

▽
１
位
　
戸
石
川
奈
津 

７
分
57
秒

啓
成
中
学
校

▽
２
位
　
居
石
彩
花 

８
分
57
秒

国
見
中
学
校

【
壮
年
男
子
（
３
㎞
）】

▽
１
位
　
杉
本
賢
治 

11
分
44
秒

大
川
走
人
倶
楽
部

▽
２
位
　
執
行
健
司 

11
分
51
秒

伊
万
里
・
有
田
消
防
組
合

【
一
般
男
子
（
５
㎞
）】

▽
１
位
　
古
賀
隆
徳
　
17
分
14
秒（個

人
）

▽
２
位
　
堀
田
悠
介
　
17
分
23
秒（個

人
）

▽
３
位
　
平
山
貴
裕
　
17
分
24
秒

大
川
走
人
倶
楽
部

【
一
般
女
子
（
２
㎞
）】

▽
１
位
　
森
万
利
子 

10
分
10
秒小

島
医
院

第
12
回
夢
み
さ
き
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
大
会

●

期
　
日
　
10
月
29
日
　

●

場
　
所
　 

伊
万
里
フ
ァ
ミ
リ
ー
パ
ー
ク
（
い
ま
り
夢
み
さ
き
公
園
）

　
10
月
29
日
か
ら
11
月
３
日
ま
で
、

国
見
台
野
球
場
で
市
長
旗
争
奪
伊

万
里
地
区
高
等
学
校
野
球
秋
季
大

会
が
開
催
さ
れ
、
伊
西
地
区
５
校

に
よ
る
白
熱
し
た
ゲ
ー
ム
が
展
開

さ
れ
ま
し
た
。
３
日
に
行
わ
れ
た

決
勝
戦
は
、
伊
万
里
高
校
と
有
田

工
業
高
校
が
対
戦
。
１
対
１
で
迎

え
た
６
回
表
、
伊
万
里
高
校
は
主

将
・
犬
塚
晃て
る

海み

選
手
の
３
ラ
ン
ホ
ー

ム
ラ
ン
な
ど
で
一
挙
に
５
点
を
追

加
。
有
田
工
業
高
校
は
６
回
裏
に

２
点
を
返
す
も
及
ば
ず
、
６
対
３

で
伊
万
里
高
校
が
勝
利
し
ま
し
た
。

【
大
会
成
績
】
※
上
位
成
績
の
み

▽
優
　
勝  

伊
万
里
高
校

▽
準
優
勝  

有
田
工
業
高
校
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教 育 と 文 化

educat ion and cul ture

　
平
成
28
年
度
の
女
性
の
育
児
休

業
取
得
率
は
81
・
８
㌫
と
、
毎
年
増

加
し
て
い
ま
す
（
厚
生
労
働
省
『
平

成
28
年
度
雇
用
均
等
基
本
調
査
』）。

し
か
し
、
30
人
未
満
の
事
業
所
で

は
68
・
９
㌫
と
大
企
業
を
含
め
た

全
体
平
均
よ
り
も
10
ポ
イ
ン
ト
以

上
低
く
、
中
小
企
業
で
は
、
取
得
し

づ
ら
い
状
況
が
見
受
け
ら
れ
ま
す
。

　
一
方
、
男
性
の
育
児
休
業
取
得

率
は
３
・
16
㌫
。
年
々
少
し
ず
つ

上
昇
し
、
過
去
最
高
と
な
っ
て
い

る
も
の
の
、
国
が
目
標
と
す
る

『
２
０
２
０
年
ま
で
に
13
㌫
』
に
は

ほ
ど
遠
い
と
い
う
の
が
現
状
で
す
。

　
ま
た
、
育
児
休
業
の
取
得
日
数

も
５
割
以
上
の
男
性
が
５
日
未
満

に
留
ま
っ
て
い
ま
す
。
父
親
に
な
っ

た
男
性
の
内
、
約
３
割
が
１
カ
月

以
上
の
育
児
休
業
を
取
り
た
い
意

向
を
持
っ
て
い
る
（
内
閣
府
『
平

成
27
年
度
調
査
少
子
化
社
会
に
関

す
る
国
際
意
識
調
査
報
告
書
）
こ

と
を
考
え
る
と
、
育
児
休
業
の
取

得
率
や
取
得
日
数
は
、
希
望
と
実

状
と
の
間
に
大
き
な
開
き
が
あ
り

ま
す
。

　
国
で
は
、
目
標
を
達
成
す
る
た

め
に
、
働
く
男
性
が
育
児
を
よ
り

積
極
的
に
す
る
こ
と
や
育
児
休
業

を
取
得
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
、
社
会
の
気
運
を
高
め
る
た
め

の
『
イ
ク
メ
ン
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
』

を
推
進
。
先
進
的
な
取
り
組
み
を

普
及
し
、
企
業
や
上
司
の
意
識
改

革
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
男
性
が
育
児

休
業
を
取
得
し
な
か
っ
た
理
由
に

つ
い
て
は
、『
職
場
が
取
得
し
づ
ら

い
雰
囲
気
だ
か
ら
（
26
・
６
㌫
）』

が
最
も
多
く
、
次
に
『
会
社
の
制
度

が
整
備
さ
れ
て
い
な
い
（
26
・
０
㌫
』

と
、
職
場
環
境
に
関
す
る
理
由
が

多
く
挙
げ
ら
れ
て
い
ま
す
（『
平
成

29
年
度
版
少
子
社
会
対
策
白
書
』）。

　『
家
事
や
育
児
は
、
男
女
が
と
も

に
協
力
し
て
行
う
も
の
』
と
い
う

意
識
を
誰
も
が
持
つ
こ
と
が
必
要

で
す
。
ま
た
、
企
業
も
働
く
人
た

ち
の
仕
事
と
育
児
の
両
立
を
促
進

し
、
育
児
休
業
を
取
得
し
や
す
い

職
場
環
境
づ
く
り
に
努
め
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。
ま
ず
は
、
一
人
一

人
の
意
識
改
革
を
。

〜
進
め
よ
う
　
男
性
の
育
児
休
業
取
得
を
〜

２
０
２
０
年
ま
で
に
13
㌫
？

● 

問
合
先
　
男
女
協
働
推
進
課

男
女
協
働
推
進
係（
☎
㉓
２
１
１
５
）

れ
て
お
り
、『
伊
万
里
・
有
田
・

横よ
こ

辺べ

田た

代
官
』
と
い
う
、
地
区
を

総
括
す
る
代
官
と
は
別
に
『
伊
万

里
心

こ
こ
ろ

遣
づ
か
い

役や
く

』
と
い
う
職
が
設
置

さ
れ
て
い
ま
し
た
。
こ
の
心
遣
役

に
は
代
官
宛
と
は
別
に
命
令
書

が
た
び
た
び
出
さ
れ
、
主
に
伊
万

里
津
の
管
理
や
治
安
維
持
に
関

す
る
内
容
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　
近
世
に
入
っ
て
中
世
ま
で
と

は
異
な
る
地
域
の
支
配
・
管
理

体
制
に
な
る
と
、
そ
れ
ま
で
以

上
に
伊
万
里
の
港
湾
と
し
て
の

重
要
性
は
増
し
、
管
理
体
制
も

ほ
か
に
比
べ
て
特
筆
す
べ
き
も

の
と
な
っ
て
い
っ
た
の
で
す
。

伊
万
里
津
（
１
）

佐
賀
藩
内
で
最
も
重
要
な
『
津
』

● 

問
合
先
　
生
涯
学
習
課
文
化
財
係（
☎
㉓
３
１
８
６
）

郷

土

の

文

化

財

　
中
世
に
、
松
浦
党
の
支
配
下

に
あ
っ
た
伊
万
里
は
『
伊
万
里

浦
』
と
呼
ば
れ
、『
伊
万
里
津
』

と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の

は
近
世
の
初
め
（
安
土
桃
山
時

代
）
に
な
っ
て
か
ら
で
し
た
。

１
５
９
２
年
（
文
禄
元
年
）、
豊

臣
秀
吉
の
朝
鮮
出
兵
時
に
、
鍋

島
直
茂
の
軍
勢
は
伊
万
里
を
拠

点
と
し
て
い
ま
し
た
が
、
こ
の

頃
に
は
既
に
『
伊
万
里
津
』
と

呼
ば
れ
て
い
ま
し
た
。

　
伊
万
里
津
は
遠
浅
で
干
潮
時

に
は
船
が
入
れ
な
く
な
る
た
め
、

必
ず
し
も
港
と
し
て
優
れ
て
い

た
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ

れ
で
も
佐
賀
藩
の
他
の
津(

港)

に
比
べ
、
飛
び
ぬ
け
て
重
要
な

交
易
拠
点
で
あ
る
こ
と
が
公
文

書
に
残
さ
れ
て
い
た
運う

ん

上
じ
ょ
う

銀ぎ
ん

高だ
か

か
ら
明
ら
か
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
佐
賀
藩
に
と
っ
て
伊
万
里
津

が
重
要
な
場
所
で
あ
る
こ
と
は
、

役
人
の
配
置
の
し
か
た
に
も
表

　
伊
万
里
湾
の
歴
史
シ
リ
ー
ズ
⑤

↑現在の船屋町
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i n f o r m a t i o n

イ ン フ ォ メ ー シ ョ ン

　
11
月
３
日
付
け
で
、
秋
の
叙
勲

が
発
令
さ
れ
ま
し
た
。
市
内
の
受

章
者
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

秋
の
叙
勲
受
章

 

お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す

叙
　
勲

危
険
業
務
従
事
者
叙
勲

▼
松
本
　
輝
彦
さ
ん
（
南
波
多
町
）

　
元
公
立
中
学
校
長

瑞
宝
双
光
章

瑞
宝
単
光
章

▼
吉
田
　
立
身
さ
ん
（
大
坪
町
）

　
元
准
海
尉

▼
永な

が

良ら

　
俊
史
さ
ん
（
松
浦
町
）

　
元
伊
万
里
市
消
防
団
分
団
長

瑞
宝
単
光
章

【
文
化
振
興
】

▼
岩
政
　
實
男
さ
ん
（
新
天
町
）

　
窯
跡
の
保
護
・
周
知
・
啓
発
に

尽
力

▼
松
尾
　
清
さ
ん
（
伊
万
里
町
）

　
郷
土
研
究
に
尽
力

総
務
大
臣
表
彰

▼
丸
田
美
智
子
さ
ん
（
二
里
町
）

経
済
産
業
大
臣
表
彰

▼
原
　
歌
代
子
さ
ん
（
山
代
町
）

　
11
月
８
日
、
市
役
所
で
伊
万
里

市
教
育
委
員
会
表
彰
が
あ
り
ま
し

た
。
こ
れ
は
、
文
化
の
日
に
ち
な

ん
で
、
教
育
や
学
術
、
文
化
、
体

育
の
向
上
に
大
き
く
貢
献
し
た
人

に
対
し
、
市
教
育
委
員
会
が
毎
年

表
彰
を
行
っ
て
い
る
も
の
で
す
。

今
回
は
、
社
会
体
育
と
文
化
振
興

の
分
野
で
合
計
５
人
が
受
賞
し
ま

し
た
。

◆
受
賞
者
・
功
績

【
社
会
体
育
】

▼
下
平 

康
則
さ
ん
（
大
川
内
町
）

　
陸
上
競
技
の
普
及
・
発
展
に

尽
力

▼
寺
川
琉
之
介
さ
ん
（
二
里
町
）

　
と
び
う
お
杯
第
32
回
全
国
少
年

少
女
水
泳
競
技
大
会
で
上
位

成
績

▼
岩
永
　
吉き
っ

平ぺ
い

さ
ん
（
立
花
町
）

　
と
び
う
お
杯
第
32
回
全
国
少
年

少
女
水
泳
競
技
大
会
で
上
位

成
績

　
平
成
29
年
度
の
卓
越
し
た
技
能

者
（
現
代
の
名
工
）
に
、
大
川
内

町
に
あ
る
龍
仙
窯
の
市
川
龍
男
さ

ん
が
選
ば
れ
、
11
月
10
日
、
塚
部

芳
和
市
長
を
表
敬
訪
問
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
広
く
社
会
に
技
能
尊

重
の
気
風
を
浸
透
さ
せ
、
技
能
者

の
地
位
や
技
能
水
準
の
向
上
を

図
る
た
め
に
、
毎
年
厚
生
労
働
省

が
選
出
し
、
表
彰
し
て
い
る
も
の

で
す
。

　
市
で
は
３
人
目
の
受
賞
者
と
な

る
市
川
さ
ん
。「
名
誉
と
共
に
責
任

も
重
大
で
す
ね
」
と
の
塚
部
市
長

の
言
葉
に
、「
受
賞
に
恥
じ
な
い
作

品
づ
く
り
と
、
後
継
者
の
育
成
に

励
み
た
い
」
と
答
え
ま
し
た
。

市
川
龍
男
さ
ん
が

『
現
代
の
名
工
』を
受
賞

↑『現代の名工』を受賞した市川さん（左）

平
成
29
年
度
統
計

功
績
者
表
彰
受
賞
者

市
教
育
委
員
会
表
彰

↑
受
賞
者
の
皆
さ
ん

142017.12広報伊万里



インフォメーション

■
決
算
認
定
（
10
件
）

　
平
成
28
年
度
一
般
会
計
決
算
、

特
別
会
計
決
算
９
件
に
つ
い
て
認

定
を
受
け
た
も
の
で
す
。

■
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
５
号
・

第
６
号
）

　
一
般
会
計
の
歳
入
歳
出
予
算
の

総
額
に
３
億
９
５
８
万
円
を
追

加
し
、
補
正
後
の
予
算
総
額
は

２
５
８
億
７
６
２
８
万
９
０
０
０

円
と
な
り
ま
し
た
。

※
歳
出
補
正
の
主
な
も
の

▽
防
犯
灯
設
置
促
進
事
業

51
万
円

▽
戸
籍
住
民
基
本
台
帳
事
業
（
住

民
基
本
台
帳
シ
ス
テ
ム
改
修
業

務
等
委
託
料)

　  

４
４
６
万
円

▽
農
地
災
害
復
旧
事
業９

７
７
万
円

▽
衆
議
院
議
員
選
挙
執
行
事
業

２
２
１
９
万
円

■
特
別
委
員
会
設
置
に
関
す
る
決
議

　
決
算
審
査
特
別
委
員
会
が
設
置

さ
れ
ま
し
た
（
構
成
は
左
表
）。

　
一
般
質
問
が
３
日
間
行
わ
れ
、

市
政
に
関
す
る
諸
問
題
に
つ
い
て

13
人
の
議
員
か
ら
25
項
目
の
質
問

が
あ
り
ま
し
た
。

　
平
成
29
年
伊
万
里
市
議
会
第
３
回
定
例
会
が
、
９
月
１

日
か
ら
10
月
18
日
ま
で
開
か
れ
ま
し
た
。
今
回
の
定
例
会

で
は
、
条
例
議
案
２
件
、
一
般
議
案
３
件
、
決
算
議
案
10

件
、
予
算
議
案
９
件
、
議
会
議
案
１
件
、
決
議
案
１
件
の

審
議
、
ま
た
一
般
市
政
に
対
す
る
質
問
な
ど
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
審
議
の
結
果
、
提
出
議
案
は
、
原
案
ど
お
り
可
決
、

承
認
、認
定
さ
れ
ま
し
た
。主
な
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

▽
私
立
保
育
園
整
備
促
進
事
業

１
５
３
１
万
円

▽
公
立
保
育
園
管
理
運
営
事
業（
防

犯
カ
メ
ラ
の
設
置
）４

０
０
万
円

▽
小
規
模
土
地
改
良
支
援
事
業43

万
円

▽
基
幹
水
利
施
設
等
緊
急
補
修
事
業

61
万
円

▽
道
路
管
理
事
業 

３
４
３
７
万
円

▽
消
防
団
施
設
整
備
支
援
事
業80

万
円

▽
消
防
用
設
備
管
理
事
業 

32
万
円

▽
小
学
校
施
設
環
境
改
善
事
業(

大

坪
・
松
浦
小
学
校
ト
イ
レ
改
修

工
事)          

６
７
４
３
万
円

▽
小
中
一
貫
校
整
備
事
業２

４
５
万
円

▽
体
育
施
設
環
境
改
善
事
業
（
伊

万
里
湾
大
橋
球
技
場
ト
イ
レ
等

改
築
工
事
）　  

１
３
４
９
万
円

▽
農
業
用
施
設
災
害
復
旧
事
業

６
２
１
万
円

し
た
の
で
、
議
会
の
承
認
を
受
け

た
も
の
で
す
。

▽
平
成
29
年
度
一
般
会
計
補
正
予

算
（
第
３
号
）

法
人
市
民
税
の
確
定
申
告
に
伴

い
、
市
税
還
付
金
を
追
加
す
る

た
め
、
所
要
の
補
正
措
置
を
講

じ
た
も
の
で
す
。

▽
平
成
29
年
度
一
般
会
計
補
正
予

算
（
第
４
号
）

７
月
５
日
か
ら
10
日
ま
で
に
発

生
し
た
豪
雨
に
よ
る
災
害
に
早

急
に
対
応
す
る
た
め
、
所
要
の

補
正
措
置
を
講
じ
た
も
の
で
す
。

■
工
事
請
負
契
約
の
締
結

　
波
多
津
町
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
建
築
工
事
の
請
負
契
約
を
締

結
す
る
た
め
、
議
会
の
議
決
を
受

け
た
も
の
で
す
。

■
駅
ビ
ル
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例

　
伊
万
里
駅
前
公
園
を
駅
ビ
ル
の

施
設
と
し
て
管
理
す
る
た
め
、
改

正
し
た
も
の
で
す
。

■
市
立
学
校
設
置
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

　
南
波
多
小
学
校
お
よ
び
南
波
多

中
学
校
を
閉
校
し
、
平
成
30
年
４

月
１
日
に
、
新
た
に
義
務
教
育
学

校
と
し
て
南
波
多
郷
学
館
を
設
置

す
る
た
め
、
改
正
し
た
も
の
で
す
。

■
専
決
処
分
の
承
認
（
２
件
）

　
次
の
２
議
案
は
そ
れ
ぞ
れ
７
月

３
日
、８
月
４
日
に
専
決
処
分（
※
）

条
例
議
案

予
算
議
案

一
般
議
案

一
般
市
政
に
対
す
る
質
問

平
成
29
年
第
３
回
定
例
会

議

会

報

告

決算審査特別委員会
（22人）

岩﨑　義弥

中山　光義

坂本　繁憲

前田　邦幸

力武　勝範

弘川　貴紀

前田　敏彦

井手　　勲

香月　孝夫

副島　　明

梶山　　太

山口　恭寿

舩津　賢次

松尾　雅宏

多久島　繁

草野　　讓

渡邊　英洋

樋渡　雅純

笠原　義久

盛　　泰子

（敬称略）

（委 員 長）馬場　　繁

（副委員長）東　　真生

決
算
議
案

（
※
）専
決
処
分
　
議
会
の
議
決
を

要
す
る
案
件
に
つ
い
て
、
特
に
緊
急

を
要
す
る
た
め
議
会
を
招
集
す
る

時
間
的
余
裕
が
な
い
こ
と
が
明
ら

か
で
あ
る
場
合
な
ど
に
、
市
長
の
判

断
で
決
定（
処
分
）し
、
そ
の
後
開
か

れ
る
議
会
で
承
認
を
求
め
る
も
の

（
地
方
自
治
法
第
１
７
９
条
第
１
項
）

一
般
市
政
に
対
す
る
質
問

決
　
議
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■
人
権
週
間
と
は

　
１
９
４
８
年
12
月
10
日
に
国
際

連
合
第
３
回
総
会
で
『
世
界
人
権

宣
言
』
が
採
択
さ
れ
た
こ
と
を
記

念
し
、
12
月
10
日
を
『
人
権
デ
ー
』

と
制
定
さ
れ
ま
し
た
。
日
本
で
は
、

こ
の
日
を
最
終
日
と
す
る
１
週
間

（
12
月
４
日
〜
10
日
）
を
『
人
権
週

間
』
と
し
て
い
ま
す
。
世
界
人
権

宣
言
の
趣
旨
と
重
要
性
を
広
く
日

本
国
民
に
訴
え
か
け
る
と
と
も
に

さまざまな人権問題

【平成29 年度啓発活動年間強調事項】
・女性の人権を守ろう
・子どもの人権を守ろう
・高齢者の人権を守ろう
・障害を理由とする偏見や差別をなくそう
・同和問題に関する偏見や差別をなくそう
・アイヌの人々に対する偏見や差別をなくそう
・外国人の人権を尊重しよう
・ＨＩＶ感染者やハンセン病患者等に対する偏見や差別をなくそう
・刑を終えて出所した人に対する偏見や差別をなくそう
・犯罪被害者とその家族の人権に配慮しよう
・インターネットを悪用した人権侵害をなくそう
・北朝鮮当局による人権侵害問題に対する認識を深めよう
・ホームレスに対する偏見や差別をなくそう
・性的指向を理由とする偏見や差別をなくそう　※17ページで紹介
・性自認を理由とする偏見や差別をなくそう　※17ページで紹介
・人身取引をなくそう
・東日本大震災に起因する偏見や差別をなくそう

人権問題には、どのようなものがあるのでしょうか。法務省人権擁
護局が定めている人権啓発活動の年間強調事項を紹介します。

考
え
よ
う 

相
手
の
気
持
ち

　
　
未
来
へ
つ
な
げ
よ
う 

違
い
を
認
め
合
う
心

●

問
合
先
　
人
権
・
同
和
対
策
課
人
権
・
同
和
対
策
係
（ 

☎
㉓
２
１
９
０
）

生
涯
学
習
課
人
権
・
同
和
教
育
係
（ 

☎
㉓
３
１
８
６
）

　「
自
分
ら
し
く
幸
せ
な
人
生
を
送
り
た
い
」

　
誰
も
が
持
つ
こ
の
願
い
は
、
人
と
し
て
生
き
て
い
く
た
め
何
人
も
侵
す
こ
と
の
で
き
な

い
永
久
の
権
利
（
基
本
的
人
権
）
と
し
て
、
す
べ
て
の
人
に
保
障
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
私
た
ち
の
周
り
に
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
人
権
問
題
が
存
在
し
て
い
ま
す
。
人
権

侵
害
や
差
別
を
「
自
分
に
は
関
係
な
い
」
と
見
過
ご
し
て
は
い
ま
せ
ん
か
。
自
分
ら
し
く

幸
せ
に
生
き
る
た
め
に
は
、
誰
も
が
相
手
の
気
持
ち
を
思
い
や
り
、
相
手
の
痛
み
や
悲
し

み
に
気
付
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

　
12
月
４
日
～
10
日
は
、『
人
権
週
間
』
で
す
。
こ
の
機
会
に
、
自
分
に
で
き
る
こ
と
は

何
な
の
か
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

す
べ
て
の
人
間
は
、
生
れ
な
が
ら
に
し
て
自
由
で
あ
り
、
か
つ
、
尊
厳
と
権
利
と
に

つ
い
て
平
等
で
あ
る
。
人
間
は
、
理
性
と
良
心
と
を
授
け
ら
れ
て
お
り
、
互
い
に
同

胞
の
精
神
を
も
っ
て
行
動
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
〜
世
界
人
権
宣
言 

第
１
条
〜

人
権
週
間
　
12
月
４
日
〜
10
日

人
権
尊
重
思
想
の
普
及
高
揚
を
図

る
た
め
に
設
け
ら
れ
ま
し
た
。

■
人
権
問
題
の
解
決
に
向
け
て

　
市
で
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
人
権
問

題
の
解
決
に
向
け
、
地
域
や
団
体

に
お
け
る
研
修
講
座
の
開
催
な

ど
、
人
権
・
同
和
教
育
を
積
極
的

に
進
め
て
い
ま
す
。
人
権
問
題
に

関
心
を
持
ち
、
正
し
く
知
る
こ
と

が
大
切
で
す
。
あ
な
た
も
で
き
る

こ
と
か
ら
始
め
ま
し
ょ
う
。
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性
の
多
様
性
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
考
え
て
み
ま
し
ょ
う

　
同
性
に
恋
愛
感
情
を
持
つ
人
や
、

自
分
の
性
に
違
和
感
が
あ
る
人
な

ど
は
、
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
の
頭
文

字
を
と
り
、『
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
』
と
呼
ば

れ
て
い
ま
す（
左
下
の
説
明
参
照
）。

性
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
の
総
称
と
し

て
も
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
ほ
か
に
も
、
性
別
を
男
女

二
分
す
る
こ
と
に
な
じ
ま
な
い
人

や
、
自
分
の
性
的
指
向
が
分
か
ら

な
い
人
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
人
た

ち
が
い
ま
す
。

　『
ホ
モ
』『
レ
ズ
』『
オ
カ
マ
』『
オ

ナ
ベ
』
な
ど
の
言
葉
に
よ
っ
て
、

深
く
傷
つ
く
人
が
い
ま
す
。
冗
談

で
も
使
う
こ
と
は
や
め
ま
し
ょ
う
。

　
ま
た
、
独
身
の
人
へ
の
「
結
婚

し
な
い
の
？
」
や
、
結
婚
し
た
人

へ
の
「
子
ど
も
は
？
」
な
ど
の
質

問
は
、
結
婚
す
る
の
が
当
た
り
前
、

子
ど
も
を
産
む
の
が
当
た
り
前
と

い
う
固
定
観
念
か
ら
く
る
も
の
で

す
。
こ
れ
ら
は
、
性
的
マ
イ
ノ
リ

テ
ィ
か
ど
う
か
に
関
わ
ら
ず
傷
つ

く
人
が
い
る
こ
と
を
考
え
、
相
手

の
気
持
ち
を
思
い
や
る
こ
と
が
必

要
で
す
。

　
夫
婦
の
あ
り
方
に
つ
い
て
も
さ

ま
ざ
ま
で
、
夫
や
妻
と
い
う
呼
び

方
で
は
な
く
『
パ
ー
ト
ナ
ー
』
と

い
う
呼
び
方
も
使
わ
れ
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
見
て
き
た
よ
う
に
、

世
の
中
に
は
多
様
な
性
自
認
や
性

的
指
向
の
人
が
い
て
、
日
本
に
は

Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
な
ど
の
性
的
マ
イ
ノ
リ

テ
ィ
は
13
人
に
１
人
い
る
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、

多
く
の
人
は
そ
の
存
在
に
あ
ま
り

気
づ
い
て
い
な
い
よ
う
で
す
。
な

ぜ
な
ら
、「
本
当
の
こ
と
を
言
っ
た

ら
嫌
わ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
」「
い

じ
め
ら
れ
る
か
も
し
れ
な
い
」
な

ど
の
不
安
か
ら
、
当
事
者
が
性
的

マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
で
あ
る
こ
と
を
隠

さ
ざ
る
を
得
な
い
世
の
中
だ
か
ら

で
す
。

　性自認とは
　自分自身の性をどのように認識して
いるかということで、『こころの性』と
も言います。
　多くの人は『こころの性』と『から
だの性』が一致していますが、『こころ
の性』と『からだの性』との食い違い
に悩み、苦しんでいる人がいます。

　性的指向とは
　いずれの性を恋愛の対象とするのか
ということです。
　「異性を好きになるのが普通だ」とい
う人（異性愛者）からみて同性を好き
になる人（同性愛者）は少数で、根強
い偏見や差別があり、周囲の無理解か
ら苦しんでいる人がいます。

小・中学生の
　　人権・同和教育作品展

　友だちや家族を大切にする気持ちなど
について、小・中学生が標語・書道・作
文などで表現した、人権・同和教育作品
を展示します。
　皆さん、ぜひご来場ください。

● 開催場所・期間
▷市役所 市民ロビー
　12 月４日（月）～ 11 日（月）
▷市民図書館
　12 月 12 日（火）～ 22 日（金）
※ 最終日は午後４時まで

◆
知
っ
て
い
ま
す
か『Ｌ

Ｇ
Ｂ
Ｔ
』

◆
そ
の
言
葉
に
よ
っ
て

傷
つ
い
て
い
る
人
が
い
ま
す

◆
多
様
な
性
が
あ
る
こ
と
に

関
心
を
持
ち
ま
し
ょ
う

　Ｌ  esbian

　レズビアン（女性の同性愛者）

　Ｇ  ay

　ゲイ（男性の同性愛者）

　Ｂ  isexual

　バイセクシュアル（両性愛者）

　Ｔ  ransgender

　トランスジェンダー
　（こころの性と体の性との不一致）

　
私
た
ち
は
、
性
を
『
男
』
と
『
女
』
の
２
つ
に
分
け
て
考
え
て
し

ま
い
が
ち
で
す
。
し
か
し
、『
か
ら
だ
の
性
』
と
『
こ
こ
ろ
の
性
』
は

必
ず
し
も
同
じ
で
あ
る
と
は
限
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
恋
愛
対
象
と
な

る
性
も
異
性
だ
け
と
は
限
り
ま
せ
ん
。

　
こ
の
よ
う
な
『
性
自
認
』
や
『
性
的
指
向
』
を
理
由
に
し
た
偏

見
や
差
別
に
よ
っ
て
、
苦
し
ん
で
い
る
人
た
ち
が
い
ま
す
。
こ
れ

ら
は
、『
異
性
を
好
き
に
な
る
の
が
当
た
り
前
』
な
ど
の
固
定
観
念

や
、
誤
っ
た
認
識
か
ら
く
る
も
の
で
す
。
誰
も
が
自
分
ら
し
く
生

き
や
す
い
社
会
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

　
私
た
ち
は
、
顔
や
体
格
な
ど
が

違
う
よ
う
に
、
考
え
方
や
感
じ
方

も
そ
れ
ぞ
れ
違
い
ま
す
。
ま
ず
は

お
互
い
に
違
い
が
あ
っ
て
当
然
で

あ
る
こ
と
を
認
識
し
合
う
こ
と
が

大
切
で
す
。
自
分
の
周
り
に
は
、

多
様
な
性
が
あ
る
こ
と
を
正
し
く

理
解
し
、
誰
も
が
自
分
ら
し
く
あ

り
の
ま
ま
で
暮
ら
せ
る
よ
う
に
、

自
分
で
で
き
る
こ
と
か
ら
始
め
て

み
ま
し
ょ
う
。

『人権週間』における市の取り組み
を紹介します
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お知らせします　高額医療・高額介護合算療養費制度

※1　同一世帯に課税所得 145 万円以上の所得がある 70 歳以上の人

※2　※1、※3、※4 以外の人

※3　世帯員全員が市町村民税非課税の人

※4　※3 のうち、世帯員全員の所得が一定基準以下の人（年金収入 80 万円以下など）

※次のいずれかに該当する人は、支給対象となることをお知らせできない場合があります。上記の支給要件
を参考に、支給対象となるかを確認してください。具体的な手続きや不明な点は、問い合わせてください。

　　 平成 28 年８月１日から平成 29 年７月 31 日までの間に、
　　 ▷市町を越える転居をした人
　　 ▷ほかの医療保険制度から国民健康保険または後期高齢者医療制度に変更した人

※ 被用者保険（国民健康保険・後期高齢者医療制度以外の健康保険）に加入している人にはお知らせが届きません。

所得区分 基準額

① 現役並み所得者　※1 67 万円

② 一　般　　　　　※2 56 万円

③ 低所得者Ⅱ　　　※3 31 万円

④ 低所得者Ⅰ　　　※4 19 万円

● 問合先　国民健康保険・後期高齢者医療制度に加入の人　長寿社会課医療保険係（ 　☎㉓２１５３）
　　　　　国民健康保険・後期高齢者医療制度以外の医療保険に加入の人　長寿社会課介護給付係（　 ☎㉓２１５４）

■高額医療・高額介護合算療養費制度とは
医療と介護の両方のサービスを利用している世帯の負担を軽減するもので、各医療保険の世帯ごとに、１年間に
支払った医療保険と介護保険の自己負担を合計し、基準額を超えた場合に、その超えた金額を支給するものです。

■支給要件・支給額は
各医療保険の世帯ごとに、平成 28 年８月１日から平成 29 年７月 31 日までに支払った医療保険・介護保険の
自己負担額が次の基準額を超えた場合に、その超えた額を支給します。

※ 自己負担額が基準額（次表の金額＋ 500 円）を超える場合に、【自己負担額−基準額】を支給します。

支給対象者へのお知らせ・申請手続きについての留意点
■支給対象者には平成 30 年３月までにお知らせします
　お知らせが届いたら、早めに長寿社会課で申請してください。お知らせが届いてから２年を過ぎると申請できません。

基礎控除後の総所得金額 基準額

901 万円超 212 万円

600 万円超 901 万円以下 141 万円

210 万円超 600 万円以下   67 万円

210 万円以下   60 万円

住民税非課税世帯   34 万円

後期高齢者医療制度の世帯、または、国民健康保
険・被用者保険で 70 ～ 74 歳の人がいる世帯

国民健康保険・被用者保険で 70 歳未満の人がい
る世帯

納
付
証
明
書
を

送

付

し

ま

す

　
確
定
申
告
の
際
に
添
付
が
必
要

な
国
民
健
康
保
険
税
、
介
護
保
険

料
、
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
の

納
付
証
明
書
（
は
が
き
）
を
、
平

成
30
年
１
月
下
旬
に
納
付
者
に
郵

送
し
ま
す
。

※
納
付
証
明
書
に
記
載
す
る
金
額

は
、
平
成
29
年
中
に
普
通
徴
収

（
口
座
振
替
ま
た
は
納
付
書
）
で

納
付
し
た
国
民
健
康
保
険
税
、

介
護
保
険
料
、
後
期
高
齢
者
医

療
保
険
料
で
す
。

※
特
別
徴
収
（
年
金
天
引
き
）
が

あ
る
人
は
、
日
本
年
金
機
構
か

ら
送
付
さ
れ
る
源
泉
徴
収
票
に

記
載
さ
れ
た
額
と
、
今
回
、
市

か
ら
郵
送
す
る
納
付
証
明
書
の

額
を
合
算
し
て
確
定
申
告
を
し

て
く
だ
さ
い
。

●

問
合
先

▽
国
民
健
康
保
険
税
に
つ
い
て

　
税
務
課
収
納
対
策
室

　（
　
☎
㉓
２
１
５
２
）

▽
介
護
保
険
料
に
つ
い
て

　
長
寿
社
会
課
介
護
給
付
係

　（
　
☎
㉓
２
１
５
４
）

▽
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
に
つ

い
て

　
長
寿
社
会
課
医
療
保
険
係

　（
　
☎
㉓
２
１
５
３
）
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▼
は
篤
志
寄
付
で
す
。

ご
寄
付

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

次
の
方
か
ら
ご
寄
付
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。

厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

※
10
月
１
日
～
31
日
受
付
分

（
敬
称
略
、
希
望
者
の
み
掲
載
）

▼
留
守
家
庭
児
童
ク
ラ
ブ
用
遊
具

一
式
、
児
童
ク
ラ
ブ
連
絡
会

活
動
費
助
成
　
十
万
円

伊
万
里
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

　
市
外
へ
の
情
報
発
信
力
の
強
化

を
図
る
た
め
、
11
月
９
日
、
市
と

市
観
光
協
会
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ま
ち

づ
く
り
伊
萬
里
、
Ｐ
Ｏ
Ｒ
Ｔ
Ｏ
株

式
会
社
の
４
者
が
、
連
携
協
定
を

結
び
ま
し
た
。

　
こ
れ
ま
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
に
イ

ベ
ン
ト
や
観
光
な
ど
の
情
報
を
発

信
し
て
い
た
４
者
。
今
後
は
そ
の

よ
う
な
情
報
を
共
有
し
、
首
都
圏

の
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
や
大
学
生
と

い
っ
た
『
よ
そ
者
』、『
若
者
』
な
ど

の
視
点
を
加
え
て
発
信
し
ま
す
。

　
早
速
、
情
報
発
信
の
た
め
の

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
、『
Ｉ
Ｍ
Ａ
Ｒ
Ｉ 

Ｓ
Ｔ
Ｙ
Ｌ
Ｅ
』（h

ttp
://im

ari.

style/

）
が
開
設
さ
れ
て
い
ま
す
。

地
域
情
報
の
発
信
に
関

す
る
連
携
協
定
を
締
結

↑協定を締結し、ガッチリ握手を交わす４者

◆
年
末
警
戒

　
市
民
の
皆
さ
ん
が
、
安
心
し
て

新
し
い
年
を
迎
え
ら
れ
る
よ
う
、

地
元
消
防
団
員
が
夜
間
巡
回
を
行

い
ま
す
。

　
な
お
、
期
間
中
は
巡
回
と
と
も

に
、
午
後
９
時
に
警
鐘
や
サ
イ
レ

ン
を
鳴
ら
し
ま
す
の
で
、
火
の
元

の
点
検
を
お
願
い
し
ま
す
。

●

期
　
間

　
12
月
28
日
（
木
）
〜
30
日
（
土
）

●

時
　
間

　
午
後
８
時
〜
午
前
２
時

◆
出
初
式

　『
安
全
・
安
心
の
ま
ち
づ
く
り
』

を
目
指
し
、
市
消
防
出
初
式
を
行

い
ま
す
。
皆
さ
ん
、
ぜ
ひ
ご
参
観

く
だ
さ
い
。

●

日
　
時

　
平
成
30
年
１
月
14
日
（
日
）

　
午
前
９
時
〜
11
時
20
分

●

場
　
所
　
二
里
小
学
校
　
ほ
か

●

内
　
容
　
パ
レ
ー
ド
、
初
め
式
、

一
斉
放
水
　
な
ど

●

問
合
先
　
消
防
調
整
課
消
防
団

係
（
　
☎
㉓
２
１
１
６
）

消

防

団

年
末
警
戒
・
出
初
式

料理は残さず食べよう　３
さん

０
まる

 ・ １
いち

０
まる

　運動

　市では、飲食店などでの食べ残しを減らす取り組みの一つである、
『30・10 運動』を推進しています。

《30・10 運動のお約束》
その１　注文する時は、適量を注文しましょう
その２　乾杯後の 30 分間は、席を立たず料理を楽しみましょう
その３　終了前の 10 分間は、自分の席に戻って、もう一度料理を
　　　　楽しみましょう

● 問合先　環境課リサイクル推進係（ 　☎㉓２１４５）

新
曲
『
伊
万
里
港
』

　
11
月
３
日
、４
日
の
２
日
間
、

伊
万
里
港
開
港
50
周
年
を
記
念

し
た
『
伊
万
里
み
な
と
祭
り
』

を
開
催
し
ま
し
た
。
帆
船
『
日

本
丸
』
の
セ
イ
ル
ド
リ
ル
や
帆

船
『
み
ら
い
へ
』
で
の
伊
万
里

湾
ク
ル
ー
ジ
ン
グ
、
海
上
花
火

大
会
、
海
鮮
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
な

ど
の
催
し
の
ほ
か
、
企
業
や
各

種
団
体
か
ら
の
出
店
な
ど
も
あ

り
、
約
10
万
人
の
人
出
で
に
ぎ

わ
い
ま
し
た
。
市
内
外
に
伊
万

里
港
の
存
在
を
ア
ピ
ー
ル
で

き
、
次
の
50
年
に
向
け
て
の
輝

か
し
い
船
出
と
な
り
ま
し
た
。

　
今
回
の
イ
ベ
ン
ト
を
一
過
性

で
終
わ
ら
せ
ず
、
何
か
後
世
に

残
せ
る
も
の
を
と
考
え
ま
し
た
。

そ
れ
が
『
歌
』
で
あ
り
、
伊
万

里
の
素
晴
ら
し
い
港
の
歌
が
な

か
っ
た
こ
と
も
あ
っ
て
出
来
た

の
が
、新
曲
『
伊
万
里
港
』
で
す
。

　
曲
作
り
を
市
観
光
大
使
で
演

歌
歌
手
の
池
田
輝
郎
さ
ん
に
相

談
し
た
と
こ
ろ
、
池
田
さ
ん
の

恩
師
で
作
曲
家
の
水
森
英
夫
先

生
や
、
キ
ン
グ
レ
コ
ー
ド
の
快

諾
を
得
て
Ｃ
Ｄ
制
作
に
踏
み
切

り
ま
し
た
。
そ
の
際
、
作
詞
は

市
長
に
と
要
請
さ
れ
、
ま
ず
私

が
歌
詞
を
作
り
、
水
森
先
生
に

曲
を
付
け
て
い
た
だ
き
、
９
月

４
日
、
東
京
の
キ
ン
グ
レ
コ
ー

ド
で
生
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の
演
奏

の
も
と
レ
コ
ー
デ
ィ
ン
グ
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　
み
な
と
祭
り
の
池
田
輝
郎
歌

謡
シ
ョ
ー
で
は
、
市
民
の
皆
さ

ん
の
前
で
初
め
て
『
伊
万
里

港
』
を
披
露
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
池
田
さ
ん
の
伸
び
や
か

な
ス
ケ
ー
ル
の
大
き
い
歌
声
に

観
客
は
拍
手
喝
采
。
こ
こ
に
伊

万
里
の
新
し
い
ご
当
地
ソ
ン
グ

が
誕
生
し
ま
し
た
。

　
今
年
も
最
後
の
月
。
Ｎ
Ｈ
Ｋ

で
は
大お

お
み
そ
か

晦
日
に
紅
白
歌
合
戦
が

放
送
さ
れ
ま
す
が
、
年
明
け
て

最
初
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
ど
自
慢
は
、

ゲ
ス
ト
に
水
森
か
お
り
さ
ん
と

堀
内
孝
雄
さ
ん
を
迎
え
、
本
市

で
開
催
さ
れ
ま
す
。
来
年
の
紅

白
で
池
田
輝
郎
さ
ん
が
『
伊
万

里
港
』
を
歌
う
の
が
正
夢
に
な

る
よ
う
、
皆
さ
ん
の
応
援
を
お

願
い
し
て
一
年
を
閉
じ
ま
す
。

市長雑感

伊万里市長

塚部 芳和
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暮 ら し の チ ャ ン ネ ル

l i f e  c h a n n e l

毎週火曜日は午後７時まで住民票・税証明などの交付業務を行っています（市役所のみ）

募

集

市
民
図
書
館

保
健
だ
よ
り

市
民
相
談
ほ
か

お

知

ら

せ

ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

で
き
ま
す
。

●

届
出
期
限
　
12
月
11
日
（
月
）

●

届
出
・
問
合
先
　
税
務
課
固
定

資
産
税
係
（
　
☎
㉓
２
１
４
９
）

　
確
定
申
告
の
際
、
身
体
障
害
者

手
帳
等
を
持
た
な
い
人
も
、
税
法

上
の
『
障
害
者
控
除
』
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
対
象
者
に
は

『
障
害
者
控
除
対
象
者
認
定
通
知

書
』
を
交
付
し
ま
す
の
で
、
必
要

な
人
は
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

●

対
象
者
　
12
月
31
日
現
在
、
65

歳
以
上
で
要
介
護
状
態
区
分
が

要
介
護
２
以
上
の
人
の
う
ち
、

　
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
人

子育てに関する悩みや相談を受けています。
一人で悩まず気軽に相談してください。
①つくしんぼランド（要申込）

就園前の乳幼児とその保護者が集い、歌
や簡単な製作などを行います。

▷日　時　12 月 20 日（水）
　　　　午前 10 時～正午

▷場　所　市民センター・リハーサル室
②お誕生会（要申込）12 月生まれ
の乳幼児とその保護者
▷日　時　12 月 27 日（水）

　　　　午前 10 時 30 分から～正午
▷場　所　子育て支援センターぽっぽ
◆申込・問合先　子育て支援センターぽっぽ

（　 ☎㉓５１９７）

子育て支援センターに
遊びにきませんか

　
固
定
資
産
税
は
、
毎
年
１
月
１

日
現
在
の
土
地
・
家
屋
・
償
却
資

産
の
所
有
者
に
対
し
て
課
税
さ
れ

ま
す
。
家
屋
を
新
築
・
増
築
・
解

体
し
た
場
合
は
届
け
出
を
し
て
く

だ
さ
い
。
特
に
解
体
の
届
出
は
、

誤
っ
た
課
税
を
防
ぐ
た
め
の
重
要

な
情
報
に
な
り
ま
す
。

●

届
出
方
法

▽
新
築
・
増
築
　
電
話

▽
解
体
　
解
家
届
出
書
を
提
出

※
解
家
届
出
書
は
税
務
課
に
備
え

付
け
て
い
る
ほ
か
、
市
ホ
ー
ム

お
知
ら
せ

年末・年始は

お休みします
12 月 29 日（金）〜１月３日（水）、市役所の一般業務は休業します。
ただし、出生や死亡、婚姻などの戸籍の届出は、当直室で受け付け
ます。なお、主な施設･業務の休業日は次のとおりです。

【 施　設 】
▷市民図書館 …………… 12 月 28 日（木）～１月３日（水）
▷市民センター・市民会館 … 12 月 29 日（金）～１月３日（水）
▷国見台公園 …………… 12 月 29 日（金）～１月３日（水）
▷さが西部クリーンセンター …12 月 31日（日）～１月３日（水）
※ 年末は大変混雑します。ごみの持ち込みは早めにお願いします。

【 業　務 】● 問合先　環境課リサイクル推進係（☎㉓２１４５）

▷し尿の汲
く

み取り ……… 12 月 29 日（金）～１月３日（水）
▷ごみの収集 …………… 12 月 31 日（日）～１月３日（水）
※ 期間中は、集積所にごみを出さないでください。

犬の捕獲と猫の引き取りなど
● 問合先　伊万里保健福祉事務所（☎㉓２１０１）

▷犬・猫の引き取り ……… 12 月 29 日（金）～１月３日（水）
▷犬の捕獲  ……………… 12 月 29 日（金）～１月３日（水）

家
屋
の
新
築
・
増
築
・

解
体
は
届
け
出
を

▽
認
知
症
高
齢
者
の
日
常
生
活
自

立
度
が
ラ
ン
ク
Ⅱ
以
上
と
判
定

さ
れ
て
い
る
人

▽
障
害
高
齢
者
の
日
常
生
活
自
立

度
（
寝
た
き
り
度
）
が
ラ
ン
ク

Ａ
以
上
と
判
定
さ
れ
て
い
る
人

●

手
続
に
必
要
な
も
の
　

　
印
鑑
（
朱
肉
使
用
の
も
の
）

※
代
理
で
申
請
す
る
場
合
は
、
代

理
人
の
印
鑑
も
必
要
で
す
。

●

申
請
・
問
合
先
　
福
祉
課
社
会

福
祉
係
（
　
☎
㉓
２
１
５
６
）

障
害
者
控
除
対
象
者
認

定
で
税
負
担
を
軽
減

　
事
業
主
は
、
労
働
者
を
一
人
で

も
雇
っ
て
い
る
と
労
働
保
険
へ
の

加
入
が
必
要
で
す
。
佐
賀
労
働
局

で
は
、『
労
働
保
険
適
用
促
進
』
を

実
施
し
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
、

問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

●

問
合
先
　
佐
賀
労
働
局
労
働
保

険
徴
収
室

　（
☎
０
９
５
２
　
７
１
６
８
）

労
働
保
険
の
成
立
手
続

き
は
済
ん
で
い
ま
す
か
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暮らしのチャンネル

市
民
図
書
館

保
健
だ
よ
り

市
民
相
談
ほ
か

募

集

お

知

ら

せ

● 対象物件
▷所在地　立花町字大尾１９０１番２０
▷地目　雑種地
▷面積　1,548 ㎡
▷予定価格（最低売却価格）　4,180 万円
● 売却方法　一般競争入札
● 入札参加事前申込期限
　平成 30 年１月 10 日（水）
● 入札日　平成 30 年１月 31 日（水）
● 申込・問合先　財政課管財係（　☎㉓２１１３）

市有地（立花小学校西側）を売却します

↑現況写真

↑土地の形状 ↑位置図

　
国
は
、
事
業
活
動
に
伴
っ
て
発

生
す
る
悪
臭
に
つ
い
て
必
要
な
規

制
を
行
い
、
悪
臭
防
止
対
策
を
行

う
こ
と
で
生
活
環
境
を
保
全
し
、

国
民
の
健
康
を
保
護
す
る
た
め
、

『
悪
臭
防
止
法
』を
定
め
て
い
ま
す
。

　
市
で
は
、
こ
れ
ま
で
市
内
の
工

業
団
地
の
拡
張
や
企
業
進
出
に
伴

い
、
悪
臭
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な

苦
情
が
寄
せ
ら
れ
て
お
り
、
法
律

の
規
制
地
域
外
で
あ
っ
た
り
、
規

制
基
準
が
現
状
と
合
わ
な
か
っ
た

り
し
て
規
制
で
き
な
い
事
例
が
増

え
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
企
業
の
立

地
状
況
や
こ
れ
ま
で
発
生
し
た
苦

情
の
状
況
を
踏
ま
え
、
原
状
の
課

題
に
対
応
で
き
る
規
制
地
域
及
び

基
準（
案
）へ
改
正
す
る
も
の
で
す
。

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
（
市
民
意
見
提
出
手
続
制
度
）

悪
臭
防
止
法
に
基
づ
く
規
制
地
域
及
び
規
制
基
準
の

改
正
（
案
）
に
つ
い
て

　
よ
り
多
く
の
市
民
の
意
見
を
参
考
に
す
る
た
め
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ

メ
ン
ト
を
実
施
し
ま
す
。
皆
さ
ん
の
意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

パブリックコメント案内

◆意見提出をお願いする資料
　悪臭防止法に基づく規制地域及び規制基準の改

正（案）
◆意見募集期間
　12 月 15 日（金）～平成 30 年１月 12 日（金）
◆案の公表場所・入手先
⑴環境課または情報広報課市民サービス係
⑵各町（地区）公民館または市民図書館
⑶市ホームページ  http://www.city.imari.saga.jp/
◆意見の提出方法
　意見は、住所・氏名（または団体名）を明記のうえ、

次のいずれかの方法により提出してください。
①メール　kankyou@city.imari.lg.jp
②郵　便　〒 848-8501 伊万里市立花町1355

番地１  伊万里市役所環境課　あて
③直接提出　案の公表場所・入手先⑴または ⑵
④ファックス　㉒７６５０
◆問合先　環境課生活環境係（　 ☎㉓２１４４）

　
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

で
は
、
平
成
27
年
３
月
に
、『
長
寿

健
康
づ
く
り
事
業
実
施
計
画
』
を

策
定
し
ま
し
た
。
こ
の
計
画
は
、

健
診
・
医
療
情
報
な
ど
に
基
づ
く

デ
ー
タ
分
析
を
活
用
し
、
広
域
連

合
で
実
施
す
る
健
康
づ
く
り
事
業

を
効
果
的
・
効
率
的
に
行
う
た
め

の
指
針
と
な
る
も
の
で
す
。

　
計
画
は
一
定
期
間
ご
と
に
見
直

す
こ
と
と
し
て
お
り
、
現
計
画
の

計
画
年
度
が
平
成
29
年
度
ま
で
と

な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
次
期
計

画
を
策
定
す
る
も
の
で
す
。

●

募
集
期
間

　
12
月
12
日
（
火
）
〜

　
平
成
30
年
１
月
10
日
（
水
）

●

公
表
す
る
資
料
の
閲
覧
場
所

▽
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（h

ttp://sa
ga-

ko
u
ik

i.jp

）

▽
市
長
寿
社
会
課

●

問
合
先

　
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

業
務
課
企
画
・
保
健
係

（
☎
０
９
５
２
　
８
４
７
６
）

第
２
期
長
寿
健
康
づ
く
り

事
業
実
施
計
画
（
案
）
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暮らしのチャンネル

広報伊万里への企業広告のお申し込みは、山口印刷株式会社までお願いします（☎㉒５１８８）

●

問
合
先
　
水
道
部
管
理
課
営
業

　
係
（
　
☎
㉓
５
４
０
０
）

●

市
指
定
水
道
工
事
店
に
関
す

る
問
合
先
　
伊
万
里
市
管
工
事

協
同
組
合
（
☎
㉒
５
３
３
３
）

　
災
害
に
よ
り
国
税
の
申
告
、
納
税

な
ど
を
期
限
ま
で
に
で
き
な
い
と

き
は
、
所
轄
税
務
署
長
へ
の
申
請

に
よ
り
、
期
限
の
延
長
や
納
税
の

猶
予
が
で
き
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
詳
細
は
福
岡
国
税
局
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
確
認
す
る
か
、
伊
万
里
税

務
署
に
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

※
福
岡
国
税
局
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

h
ttp

://w
w

w
.n

ta
.g

o
.jp

/

fu
ku

o
ka/

●

問
合
先
　
伊
万
里
税
務
署
総
務

課
（
☎
㉓
３
１
４
７
）

市
民
図
書
館

保
健
だ
よ
り

市
民
相
談
ほ
か

お

知

ら

せ

募

集

冬の交通安全県民運動

◆期　間
　12 月 13 日（水）～ 22 日（金）

◆運動の重点
１. 追突事故の防止
２. 早めのライト点灯（ハイビーム

〔上向き〕が原則）による夜間の
交通事故防止

３. 飲酒運転の根絶

◆市内の交通事故発生状況
〈11 月 14 日現在〉

　　　　　　　　　　前年同期比
 ・人身事故　427 件  （− 43 件）
 ・死　　者　　 5 人  （　　4 人）
 ・傷　　者　567 人  （− 49 人）

● 問合先　総務課行政係
（☎㉓２１２３）

九
州
北
部
豪
雨
で

被
害
を
受
け
た
皆
様
へ

『伊万里市空家等対策計画』（案）に
対する意見募集の結果、意見の提出
はありませんでした。
● 問合先
　土木管理課公園・空き家対策係

（　 ☎㉓２４８４）

パブリックコメントの結果

　
市
民
の
皆
さ
ん
に
気
軽
に
茶
道

の
世
界
に
触
れ
て
も
ら
い
、
日
本

の
伝
統
文
化
の
す
ば
ら
し
さ
を

知
っ
て
も
ら
う
た
め
、
子
ど
も
茶

道
教
室
の
皆
さ
ん
に
よ
る
『
初
釜

会
』
が
行
わ
れ
ま
す
。

●

日
　
時

　
平
成
30
月
１
月
５
日
（
金
）

　
午
前
11
時
〜
午
後
１
時

●

場
　
所
　
市
役
所
市
民
ロ
ビ
ー

●

問
合
先
　
生
涯
学
習
課
生
涯
学

習
係
（
　
☎
㉓
３
１
８
６
）

《
水
道
管
の
凍
結
を
防
ぐ
に
は
》

　
水
道
管
に
保
温
チ
ュ
ー
ブ
や
布

な
ど
を
巻
き
、
そ
の
上
を
ビ
ニ
ー

ル
テ
ー
プ
な
ど
で
保
護
し
て
く
だ

さ
い
。

《
水
道
管
が
凍
っ
て
水
が
出
な
い
と
き
》

　
水
道
管
に
タ
オ
ル
な
ど
を
か
ぶ

せ
、
そ
の
上
か
ら
ぬ
る
ま
湯
を
か

け
て
解
か
し
て
く
だ
さ
い
。

《
水
道
管
が
破
裂
し
た
と
き
》

　
水
道
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
内
の
元

栓
を
閉
め
、
市
水
道
部
か
市
指
定
水

道
工
事
店
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

子
ど
も
茶
道
教
室

『

初

釜

会

』

水
道
の
冬
支
度
は

済
ん
で
い
ま
す
か

脳卒中が疑われたら一刻も早く救急車を要請してください

伊万里有田共立病院より

　発症間もない時間にだけできる治療があります。発症間もない
時間であれば、助かる脳があります。脳卒中が疑われる場合は、
救急車を要請して専門的な病院を受診してください。

■脳卒中では以下のような症状が突然起こります
▷片方の手足・顔半分のまひ・しびれが起こる
▷ろれつが回らない、言葉が出ない、他人の言うことが理解でき

ない
▷力はあるのに立てない、歩けない、ふらふらする
▷片方の目が見えない、物が二つに見える、
　視野の半分が欠ける
▷経験したことのない激しい頭痛がする

● 問合先　伊万里有田共立病院脳神経外科
　　　　　　　　　　　　（☎㊻２１２１）

お
知
ら
せ

相談
無料

秘密
厳守

査定
無料

広告
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暮らしのチャンネル

ち
づ
く
り
活
動
を
し
て
い
る
市
民

●

応
募
方
法
　
地
域
や
所
属
団
体

か
ら
の
推
薦
書
と
応
募
用
紙
、

『
応
募
の
動
機
と
現
在
の
活
動

状
況
に
つ
い
て
』（
４
０
０
字
程

度
）
を
提
出

※
応
募
用
紙
は
市
役
所
、各
町
（
地

区
）
公
民
館
、
市
民
セ
ン
タ
ー
、

市
民
図
書
館
、
市
民
交
流
プ
ラ

ザ
に
あ
り
ま
す
。
市
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で

き
ま
す
。

●

募
集
人
数
　
２
人

※
応
募
書
類
を
も
と
に
市
で
選
考

し
、
通
知
し
ま
す
。

●

募
集
期
限
　
12
月
15
日
（
金
）

●

応
募
・
問
合
先

　
ま
ち
づ
く
り
課
ま
ち
づ
く
り
推

進
係
（
　
☎
㉓
２
１
１
４
）

　
地
域
づ
く
り
の
リ
ー
ダ
ー
の
養

成
を
目
的
に
開
催
さ
れ
る
、『
地
方

創
生
実
践
塾
in
熊
本
県
人
吉
市
』

へ
派
遣
し
ま
す
。

●

日
　
程
（
１
泊
２
日
）

　
平
成
30
年
１
月
19
日
（
金
）・

20
日
（
土
）

●

場
　
所
　
ひ
ま
わ
り
亭
（
熊
本

県
人
吉
市
）
ほ
か

●

内
　
容
　
九
州
各
地
の
ム
ラ
で

活
躍
し
て
い
る
実
践
者
と
、
新

し
い
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
に

つ
い
て
学
び
合
い
ま
す
。

●

参
加
料
・
旅
費

　
無
料
（
市
が
負
担
）

●

応
募
資
格
　
地
域
や
団
体
で
、
ま

●

場
　
所
　
伊
万
里
農
林
高
校

●

販
売
物
　
ト
マ
ト
、
サ
ラ
ダ

た
ま
ね
ぎ
、
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
、

ベ
ビ
ー
リ
ー
フ
、
シ
ク
ラ
メ

ン
、
花
苗
、
ケ
ー
キ
、
ク
ッ

キ
ー
　
な
ど

●

問
合
先
　
伊
万
里
農
林
高
校

（
☎
㉓
４
１
３
８
）

●

対
　
象
　
市
内
ま
た
は
市
近
郊

に
住
む
男
性

●

日
　
程
（
全
６
回
）　

　
平
成
30
年
１
月
16
日
（
火
）・

23
日
（
火
）・
30
日
（
火
）、
２
月

６
日（
火
）・
13
日（
火
）・
20
日（
火
）

※
時
間
は
い
ず
れ
も
午
後
６
時
〜

８
時

●

場
　
所
　
市
民
セ
ン
タ
ー

●

受
講
料
　
４
０
０
０
円

※
材
料
費
５
０
０
０
円
が
別
途
必

要
で
す
。

●

募
集
人
数
　
30
人
程
度

※
応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選
を
行

い
ま
す
。

●

応
募
方
法
　
電
話
か
フ
ァ
ッ
ク
ス

●

募
集
期
限
　
12
月
22
日
（
金
）

●

応
募
・
問
合
先
　
市
民
セ
ン
タ
ー

　（
　
☎
㉒
３
９
１
１
・

㉒
４
９
１
１
）

　『
日
本
語
教
室
い
ま
り
』
で
は
、

伊
万
里
に
住
ん
で
い
る
外
国
人
に

日
本
語
を
教
え
た
り
、
交
流
活
動

を
行
っ
た
り
し
て
い
ま
す
。
現
在
、

外
国
人
数
に
対
し
日
本
語
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
が
足
り
ま
せ
ん
の
で
、
日

本
語
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
養
成
す

る
た
め
、『
日
本
語
教
室
活
性
化

フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
講
座
』
を
開
催

し
ま
す
。

　
日
本
語
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
国
際

交
流
に
興
味
の
あ
る
人
は
、
ぜ
ひ

参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

●

日
　
程
（
全
６
回
）

　
12
月
３
日
（
日
）
〜

平
成
30
年
１
月
28
日
（
日
）

※
各
回
の
日
時
は
問
い
合
わ
せ
て

く
だ
さ
い
。

●

場
　
所
　
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

●

参
加
費
　
無
　
料

●

申
込
・
問
合
先
　
佐
賀
県
日
本

語
学
習
支
援
『
カ
ス
タ
ネ
ッ

ト
』・
貞
松

　（
☎
０
９
０
‐
３
６
０
７
‐
８
４
７
１
）

●

日
　
時
　
12
月
14
日
（
木
）

　
午
前
11
時
30
時
分
〜午

後
０
時
15
分

※
無
く
な
り
し
だ
い
終
了
し
ま
す
。

保
健
だ
よ
り

市
民
相
談
ほ
か

お

知

ら

せ

市
民
図
書
館

募

集

学
校
生
産
物
直
売

旬
の
駅
『
の
う
り
ん
』

募
　
　
集

『
次
代
を
創
る
研
修
』

参

加

者

● 日　時　平成 30 年１月 21 日（日）
午前９時 30 分～午後５時

※集合場所などの詳しい内容は、後日参加者
のみに案内します。

● 対　象　市内在住・在勤、または結婚を機
に伊万里市に住む意思がある 20 歳以上の
独身の人

● 参加料　無料（ただし、食事代・
　保険料として 3,000 円が必要）
● 応募方法　メールまたは電話
● 募集人数　男・女各 16 人
※ 応募多数の場合は、抽選
● 募集期限　平成 30 年１月 11 日（木）
● 応募・問合先　伊万里暮らし応援課内　
　市婚活応援推進協議会（　☎㉓２９５０）
※ メールアドレス　deai@city.imari.saga.jp

　縁結び  伊万里・唐津の
　　　 三社詣り  恋活ツアー　

婚活イベント♥ ♥

日
本
語
教
室
活
性
化

フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
講
座

カ
ル
チ
ャ
ー
講
座

『
男
の
料
理
教
室
』
受
講
者

FAX

TEL 0955-22-5188
FAX 0955-22-5189

http://www.yamain.com/
post@yamain.comYAMAGUCHI

PRINTING

CO.,LTD

広告
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暮らしのチャンネル

●

参
加
料

　
８
０
０
円
〜
１
０
０
０
円

●

準
備
す
る
も
の

　
薄
手
の
手
袋
、
防
寒
着

●

募
集
開
始
　
12
月
５
日
（
火
）

●

募
集
人
数
　
15
人
（
先
着
順
）

●

応
募
・
問
合
先
　

▽
伊
万
里
西
松
浦
森
林
組
合

（
☎
㉓
３
３
９
８
）

▽
ピ
ノ
キ
オ
の
家
（
土
・
日
の
み
）

（
☎
㉒
２
８
２
２
）

※
作
品
例
を
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

掲
載
し
て
い
ま
す
。

●

募
集
要
項
　
市
役
所
４
階
の
市

職
員
共
済
会
事
務
局
で
受
け

取
っ
て
く
だ
さ
い
。

●

募
集
期
限

　
平
成
30
年
１
月
４
日
（
木
）

◆
事
前
説
明
会
　

●

日
　
時
　
12
月
13
日
（
水
）

　
午
後
３
時
か
ら

●

場
　
所
　
市
役
所
食
堂

※
事
前
説
明
会
に
参
加
を
希
望
す

る
人
は
、
12
月
11
日
（
月
）
ま

で
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

●

応
募
・
問
合
先
　
伊
万
里
市
職

員
共
済
会
事
務
局

（
☎
㉓
５
９
１
５
）

●

募
集
訓
練
科
名
・
人
数
　

▽
Ｃ
Ａ
Ｄ
／
Ｎ
Ｃ
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ

ン
科
　
15
人

▽
板
金
・
溶
接
施
工
科
　
15
人

▽
電
気
シ
ス
テ
ム
施
工
科
（
若
年

者
訓
練
コ
ー
ス
）　
15
人

▽
住
環
境
Ｃ
Ａ
Ｄ
科
　
24
人

●

訓
練
期
間
　
平
成
30
年
３
月

　
２
日
（
金
）
〜
８
月
30
日
（
木
）

●

場
　
所

　
ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
佐
賀

●

受
講
料
　
無
　
料

●

応
募
資
格

　
新
た
な
職
業
に
就
こ
う
と
す
る

人
で
、
受
講
意
欲
が
あ
り
、
公

共
職
業
安
定
所
長
か
ら
受
講
指

示
ま
た
は
推
薦
を
受
け
た
人

●

募
集
期
間
　
12
月
18
日
（
月
）
〜

平
成
30
年
１
月
31
日
（
水
）

●

筆
記
試
験
・
面
接
日
　

　
平
成
30
年
２
月
７
日
（
水
）

●

応
募
先
　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
伊
万
里

●

問
合
先

　
ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
佐
賀

（
☎
０
９
５
２
㉖
９
５
１
６
）

●

応
募
資
格
　

▽
市
内
に
居
住
し
、
身
体
障
害
者

手
帳
、
療
育
手
帳
、
精
神
障
害

者
保
健
福
祉
手
帳
、
ま
た
は
戦

傷
病
者
手
帳
を
持
つ
人

▽
市
内
の
福
祉
施
設
や
特
別
支
援

学
校
な
ど
に
通
所
、
通
学
し
て

い
る
人

▽
市
内
出
身
で
、
市
外
の
福
祉
施

設
や
特
別
支
援
学
校
な
ど
に
通

所
、
通
学
し
て
い
る
人

●

募
集
作
品
（
自
作
の
も
の
に
限

る
）
書
、
絵
画
、
写
真
、
手
芸

品
、
工
芸
品
、
作
文
、
詩
、
短
歌
、

俳
句
　
な
ど

※
応
募
方
法
や
作
品
の
大
き
さ
な

ど
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

●

応
募
点
数
　
１
人
３
点
ま
で

※
応
募
者
全
員
に
参
加
賞
が
あ
り

ま
す
。
ま
た
、
優
秀
作
品
は
表

彰
し
ま
す
。

●

募
集
期
限

　
平
成
30
年
１
月
19
日
（
金
）

●

応
募
・
問
合
先

　
伊
万
里
・
有
田
障
害
者
生
活
支

援
セ
ン
タ
ー
（
☎
㉓
３
５
１
２
）

　
ピ
ノ
キ
オ
の
家
で
ミ
ニ
ク
リ
ス

マ
ス
ツ
リ
ー
作
り
を
行
い
ま
す
。

家
族
や
友
人
と
参
加
し
て
み
ま
せ

ん
か
。

●

日
　
時
　
12
月
17
日
（
日
）

　
午
前
10
時
〜
午
後
４
時
（
受
付

は
午
後
１
時
ま
で
）

●

場
　
所
　
ピ
ノ
キ
オ
の
家

　
あ
な
た
の
子
育
て
経
験
を
生
か

し
て
、
地
域
の
子
育
て
を
支
援
し

て
み
ま
せ
ん
か
。

●

対
象
者
　
子
育
て
支
援
に
関
心

が
を
持
つ
市
民
で
、
子
育
て
経

験
や
保
育
士
の
資
格
が
あ
る
人

※
年
齢
や
性
別
は
問
い
ま
せ
ん
。

◆
登
録
講
習
会

●

日
　
時

▽
平
成
30
年
１
月
22
日
（
月
）・

23
日
（
火
）・
24
日
（
水
）・

　
26
日
（
金
）・
29
日
（
月
）

　
午
前
９
時
〜
正
午

▽
平
成
30
年
１
月
25
日
（
木
）

午
前
９
時
〜
午
後
３
時

●

場
　
所
　
市
民
セ
ン
タ
ー

●

内
　
容

▽
講
義
（
子
ど
も
の
心
身
の
発
達

や
食
生
活
、
緊
急
時
の
応
急
処

置
な
ど
）

▽
実
習
（
市
内
保
育
園
）

●

受
講
料
　
無
　
料

●

募
集
人
数
　
10
人
程
度

●

募
集
期
間

　
12
月
11
日
（
月
）
〜
28
日
（
木
）

●

応
募
・
問
合
先

　
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
ぽ
っ
ぽ

（
　
☎
㉓
５
１
９
７
）

市
民
図
書
館

保
健
だ
よ
り

市
民
相
談
ほ
か

お

知

ら

せ

募

集

市

役

所

庁

舎

内

食

堂

の

経

営

者

子
育
て
フ
ァ
ミ
リ
ー

サ
ポ
ー
ト
提
供
会
員

募
　
　
集

『
ふ
れ
あ
い
障
害
者

文
化
祭
』
出
展
作
品

職
業
訓
練
受
講
生

（
６
か
月
コ
ー
ス
）

ミ
ニ
ク
リ
ス
マ
ス
ツ

リ
ー
作
り
参
加
者

広告
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12 月の巡回日

クリスマスおはなし会

『緑の窓口 樹木トラ
ブル解決します』

下村敦史／著
講談社

４・11・18・23・25 日
28 日〜１月３日（年末年始休館）

12 月の休館日

日 巡 回 場 所 時　間 日 巡 回 場 所 時　間

12 日
・

26 日
（火）

立 川 公 民 館 11:30~ ５日
・

19 日
（火）

る り こ う 苑 10:45~
JA 滝野出張所 11:30~ 楽 寿 園 14:50~
国 見 公 民 館 14:00~ ケアセンターくちいし 15:10~
山 口 病 院 14:15~

６日
・

20 日
（水）

小石原公民館 11:00~
国見団地集会所 14:40~ 東 山 代 公 民 館 13:50~

13 日
・

27 日
（水）

山 代 公 民 館 11:30~ 向 陽 園 14:00~
伊万里松浦病院 14:00~ 伊万里鍋島焼会館 14:30~
西 田 病 院 14:40~ ８日

・
22 日
（金）

波多津公民館 11:30~

７日
・

21 日
（木）

西 光 苑 11:00~ JA 大 川 支 所 14:30~
ケアハウスいまり 11:30~ ８日 大 川 公 民 館 14:00~
市民センター 14:15~ 22 日 ユ ー ト ピ ア 14:00~

１日
・

15 日
（金）

南波多公民館 11:20~ 14 日 ひ ま わ り 園 14:00~
田 代 公 民 館 11:30~ ※このほか保育園や小学校、

会社などを巡回しています。

※各巡回場所での滞在時間は、
15 ～ 30 分です。

※悪天候などの場合は、巡回
を中止することがあります。

原屋敷公民館 13:40~
JA 前平出張所 14:00~

15 日 デ イ な が や ま 14:40~
１日 グランパランいまり 14:40~

新刊案内

『ふしぎな銀の木』
     〜スリランカの昔話〜

シビル・ウェッタシンハ
／再話・絵

松岡享子・市川雅子／訳
福音館書店

　
昔
、
不
思
議
な
夢
を
見
た
王
様
が

い
ま
し
た
。
地
面
か
ら
美
し
い
銀
の

木
が
生
え
、
枝
に
は
銀
の
花
が
咲
き
、

銀
の
実
が
な
っ
た
の
で
す
。
王
様
は
、

三
人
の
王
子
た
ち
に
「
旅
に
出
て
、

あ
の
木
を
持
ち
帰
っ
た
者
を
次
の
王

と
す
る
」
と
言
い
ま
し
た
。
王
子
た
ち

は
驚
き
ま
し
た
が
、
何
日
も
旅
を
続

け
、
三
本
の
分
か
れ
道
に
や
っ
て
き

ま
し
た
。
そ
こ
で
三
人
は
…
。
さ
て
王

子
た
ち
は
銀
の
木
を
探
し
て
持
ち
帰

る
こ
と
が
で
き
る
の
で
し
ょ
う
か
。

　
区
役
所
に
勤
め
る
天
野
は
、
環
境

対
策
課
『
緑
の
窓
口
』
に
異
動
し
、

住
民
の
樹
木
ト
ラ
ブ
ル
の
相
談
を
受

け
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
初
日
の
依

頼
は
「
ス
ギ
の
木
を
伐
採
し
て
ほ
し

い
」
と
い
う
も
の
。
現
場
で
天
野
は
、

樹
木
医
を
名
乗
る
女
性
・
柊
紅
葉
に

出
会
い
ま
す
。「
全
て
は
樹
木
が
語
っ

て
く
れ
ま
し
た
」
と
言
っ
て
、
彼
女

は
ス
ギ
の
木
を
伐
採
す
る
こ
と
に

な
っ
た
真
相
を
解
き
明
か
し
て
い
き

ま
す
。
６
つ
の
連
作
ミ
ス
テ
リ
ー
。

子どもたちに人気のおはなし会。場所
を図書館ホールに移して、エプロンシ
アターやパネルシアターなど、いつも
以上に楽しい話しが盛りだくさんです。
サンタさんに会えるかもしれません。
家族そろってお出かけください。

▷日　時　12 月 16 日（土）
　　　　　午後２時 30 分
▷場　所　図書館ホール
▷内　容　歌パネル『赤鼻のトナカイ』

ほか
▷主　催　伊万里おはなしキャラバン

● 問合先　市民図書館（　 ☎㉓４６４６）

広告
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◇
３
か
月
児
健
康
診
査

▼
対
　
象
　
平
成
29
年
９
月
生
ま
れ

▼
期
　
日
　
12
月
21
日
（
木
）

※
絵
本
が
入
っ
た
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー

ト
パ
ッ
ク
を
贈
り
ま
す
。

◇
１
歳
６
か
月
児
健
康
診
査

▼
対
　
象
　
平
成
28
年
５
月
生
ま
れ

▼
期
　
日
　
12
月
７
日
（
木
）

※
希
望
に
よ
り
フ
ッ
素
塗
布
を
行

い
ま
す
（
３
０
０
円
）。

◇
３
歳
８
か
月
児
健
康
診
査

▼
対
　
象
　
平
成
26
年
４
月
生
ま
れ

▼
期
　
日
　
12
月
14
日
（
木
）

※
い
ず
れ
も
、
受
付
時
間
は
午
後

１
時
〜
１
時
30
分
、
場
所
は
市

民
セ
ン
タ
ー
で
す
。

乳
幼
児
定
期
健
康
診
査

●

問
合
先
　
健
康
づ
く
り
課
（
　
☎
㉒
３
９
１
６
）

※
受
付
予
約
表
の
記
入
は
、
正
午

か
ら
で
き
ま
す
。

※
母
子
健
康
手
帳
と
ア
ン
ケ
ー
ト

を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
対
象
・
期
日

▽
平
成
29
年
５
月
生
ま
れ

12
月
５
日
（
火
）

▽
平
成
29
年
６
月
生
ま
れ

１
月
10
日
（
水
）

▼
受
付
時
間
　
午
後
１
時
〜
１
時

30
分
（
受
付
予
約
表
の
記
入
は
、

正
午
か
ら
）

▼
場
　
所
　
市
民
セ
ン
タ
ー

▼
内
　
容
　
Ｂ
Ｃ
Ｇ
予
防
接
種
、
身

体
計
測
、
育
児
相
談

◆期　日　12 月 18 日（月）
◆受付時間
　午前９時 30 分～ 11 時
◆対　象　妊産婦・乳幼児
◆内　容　身体計測、離乳食、む

し歯予防などの育児相談

◆日　時　12 月 15 日（金）
　午後３時～４時 30 分

◆内　容　妊娠・出産・育児に
関する公的サービスの紹介、
妊娠中のママの体について

※事前の申し込みが必要です。

◆日　時　12 月 12 日（火）
　午前９時 30 分～午後３時

※予約が必要です。

◆日　時　12 月 12 日（火）
　午前９時～正午、

午後１時～３時
◆対　象　40 歳未満
◆内　容　臨床心理士による個
　別・訪問相談（１人１時間程度）
※予約が必要です。
※場所は、いずれも市民センター

です。

Ｂ

Ｃ

Ｇ

予

防

接

種

７

か

月

児

相

談

　 市 民 健 康 相 談　

妊産婦・乳幼児相談

妊婦わくわくクラブ

ストレスケア相談
麻
し
ん
・
風
し
ん
予
防
接
種

子どもの急な病気に困ったら、まず電話を。
医師や看護師が相談に応じます。
▷利用時間　午後７時～翌朝８時（毎日）

※ インターネットも利用できます。
　http://kodomo-qq.jp/

小児救急電話相談
☎  ♯８０００

（０９５２ -２４ -２２００）

ＲＳ（Ｒespiratory Ｓyncytial）ウイルス感染症は、RSウイ
ルスの感染による呼吸器の感染症です。冬季に乳幼児に多
い急性呼吸器疾患ですが、大人も感染します。
■症　状　軽いかぜのような症状から細気管支炎や肺炎

に至るまでさまざまな症状がある。乳幼児は重症化す
ることがあるので注意が必要

■感染経路　RSウイルスに感染している人のせきやくし
ゃみなどによる飛まつ感染や、呼吸器からの分泌物で
汚染された手や物を介した経口感染

■治療法　ワクチンがなく、対症療法での治療となる
■予防策
▷せきが出るときはマスクを着用する
▷乳幼児と接するときは必ず手を洗う
▷乳幼児が口に入れるものは常に清潔にしておく
▷症状がある人との接触を避ける
▷症状が表れたら早めに医療機関を受診する

乳幼児は特に注意
感染したら主治医に相談を

R Sウイルス感染症

▼
対
　
象

▽
第
１
期
　
生
後
12
か
月
以
上
24

か
月
未
満

▽
第
２
期
　
平
成
23
年
４
月
２
日
〜

　
平
成
24
年
４
月
１
日
生
ま
れ

▼
期
　
限
　
平
成
30
年
３
月
31
日

※
母
子
健
康
手
帳
と
予
診
票
を
持

参
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
対
　
象
　
生
後
３
か
月
以
上
の

乳
児
お
よ
び
７
歳
６
か
月
未
満

の
継
続
接
種
の
乳
幼
児

※
母
子
健
康
手
帳
と
予
診
票
を
持

参
し
て
く
だ
さ
い
。

※
『
麻
し
ん
・
風
し
ん
』・『
四
種

混
合
』
予
防
接
種
に
つ
い
て
は
、

接
種
日
（
指
定
日
）
の
５
日
前

ま
で
に
医
療
機
関
に
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い
。

四
種
混
合
予
防
接
種

（
ジ
フ
テ
リ
ア
・
百
日
せ
き
・
破
傷
風
・
不
活
化
ポ
リ
オ
）

年末・年始の急病時は、『休日・夜間急患医
療センター』を利用できます。
▷期　間　12 月 31 日（日）～１月３日（水）
▷診療時間　午前９時～午後５時

※ 必ず電話してから来所してください。

年末・年始の急病時は
『休日・夜間急患医療センター』

☎  ２３−９９１０
予防が大切

休日・夜間急患医療センターでは、夜間小児診療をしています（月～金曜日：午後８時～10 時）。
電話でお子さんの様子を説明してから来所してください。（☎㉓９９１０） 262017.12広報伊万里
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12 月の市民相談12 月の行事

不審なはがきが届いたという相談が多数寄せられています。民事訴訟

を管理する団体を名乗るところから、突然、『総合消費料金に関する

訴訟最終告知のお知らせ』と書かれたはがきが届き、給与差押えや強

制執行を行うと書いてあるというものです。身に覚えのない請求は支

払う必要はありません。請求には応じず、はがきに書かれた問い合わ

せ窓口には決して連絡しないでください。不安に思うことがあれば消

費生活センターに相談してください。
● 問合先　市消費生活センター（☎㉓２１３６）

架空請求はがきに注意して下さい

● 市文化祭日本舞踊公演

　３日（日）午後０時 30 分開演 

（☎㉒２３１３）

● 市老連芸能交流会

　７日（木）午前９時開演

（☎㉒７１０８）

● 市民音楽祭

　９日（土）午後０時 20 分開演

（☎㉒１２６２）

● 公開講演会『辛坊治郎講演会』

　13 日（水）午後２時 45 分開演

　※要事前申し込み　　　（☎㉒６８０１）

● ウィンターコンサート

　17 日（日）午後１時 30 分開演

（☎㉒３１４６）

● 文化堂アンサンブル

　24 日（日）午後１時開演

（☎㉓５０００）

● 市教研　市教育研究大会

　25 日（月）午後１時 30 分開演

（☎㉓２５４２）

● 人権同和作品展〔展示コーナー〕

　13 日（水）～ 22 日（金）午後５時

● クリスマスおはなし会〔ホール〕

　16 日（土）午後２時 30 分

● 日本語スピーチコンテスト〔ホール〕

　17 日（日）　午後１時

● 子ども上映会〔のぼりがまのおへや〕

　17 日（日）午後２時 30 分

　『世界名作アニメ　白雪姫』（83 分）

市 民 図 書 館 ☎㉓４６４６

市民センター ☎㉒３９１１

相談窓口名 開設日 時　間 場　所 問合先

法律相談
※ 要予約

第２・４水曜日
（13 日・27 日）

午前10時～
午後３時

市民相談室 情報広報課
市民サービ
ス係
㉓２１３３

司法書士相談
※ 要予約

第１木曜日
（７日）

午前10時～
正午

公証人相談
※ 要予約

第３木曜日
（21 日）

午前10時～
午後３時

人権相談 第１・３火曜日
（５日・19日）

午前10時～
正午

消費生活相談 月～金曜日
※29 日は除く

午前10時～
午後４時

※ 正午～午後
１時を除く

行政相談 第３金曜日
（15 日）

午前９時～
正午

不動産相談 第２木曜日
（14 日）

午前10時～
午後３時

家計相談
（ファイナンシャル

プランナー相談）
※ 要予約

第２金・第４日
曜日

（８日・24 日）

午前９時～
午後４時 税務課 税務課

㉓２１５２

年金相談
※ 要予約

金曜日
※29 日は除く

午前９時30分～
午後３時 30分 面接室

唐津年金事
務所
０９５５

５１６１

身障者相談 第４木曜日
（28 日）

午前10時～
午後３時 面接室 福祉課社会

福祉係
㉓２１５６心の健康相談 月・火・木・金曜日

※29 日は除く
午前９時～
午後３時 30分

福祉課社会
福祉係

女性相談
※ 面談は要予約

月・水・金曜日
※29 日は除く

午前 ９ 時～
午後４時

相談電話番号 
㉒６７６３

72

WARM BIZ（ウォームビズ）に取り組みませんか
ウォームビズは暖房時の室温を 20℃にして快適に過ごすライフスタイ
ルを推奨するものです。一般的に電力による冷暖房を行う場合、室温設
定による省エネ効果は、夏よりも冬の方が大きいことが知られています。
重ね着などの防寒対策を行って暖房器具の室温設定を今までよりも下げ
れば、二酸化炭素削減効果があるばかりでなく、電気代の効果的な節約
にもつながります。ウォームビズには経済的なメリットもあるのです。● 問合先　

　環境課生活環境係（　 ☎㉓２１４４） ■ 参考 : 環境省のホームページ　http://www.env.go.jp/
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平成 29 年 11 月１日現在
● 人口　55,712 人　 （−   45）
　　男　26,816 人　 （−   36）
　　女　28,896 人　 （−     9）
● 世帯　23,220 世帯（−   15）

（　）は前月比

人の動き

この冊子は、１部当たり約 35 円で作
成しています（人件費など間接経費は
含まれていません）。また、企業広告に
よる掲載料は、広報伊万里の作成費の
貴重な財源となっています。

編  

集  

室  

か  

ら

最
優
秀
賞

『ジュニアリーダーの活動
　   を通して学んだこと』
東山代町子ども会

石井　若菜 さん（国見中３年）

『すてきなお母さん』

東山代町子ども会

荒木　音
おと

羽
は

 さん（東山代小６年）

第 51 回 子ども話し方大会

 中学生の部 

11 月３日、立花公民館で第 51 回子ども話し方大会があ
りました。これは、市子ども会連合会が『美しいことばと
豊かな心を育てる青少年の集い』をテーマに毎年開催して
いるもので、各町・地区子ども会から 29 人（小学生15 人、
中学生14 人）が参加しました。子どもたちは、家族の大
切さやクラブ活動で学んだこと、故郷のすばらしさなどに
ついて、体験を通した自分の考えを力強く発表しました。

『小学生の部』発表者の皆さん

《
優
秀
賞
》

▽『
未
来
に
向
か
っ
て
』

　
牧
島
子
ど
も
会

　
松
田
　
夢ゆ

め

叶か 

さ
ん

　（
啓
成
中
３
年
）

《
優
良
賞
》

▽『
夢
』

　
黒
川
町
子
ど
も
会

　
内
田
　
琢た

く

馬ま 

さ
ん

　（
青
嶺
中
３
年
）

▽『
出
会
い
と
別
れ
』

　
大
坪
地
区
子
ど
も
会

　
津
口
　
紗
耶 

さ
ん

　（
伊
万
里
中
３
年
）

▽『
か
け
が
え
の
な
い
人

た
ち
へ
の
感
謝
を
胸
に
』

　
東
山
代
町
子
ど
も
会

　
谷
　
響
志
郎 

さ
ん

　（
滝
野
中
３
年
）

《
優
秀
賞
》

▽『
今
、
命
に
つ
い
て考

え
る
』

　
牧
島
子
ど
も
会

　
山
口
　
綾 

さ
ん

　（
牧
島
小
６
年
）

《
優
良
賞
》

▽『
剣
道
を
通
し
て
』

　
大
川
内
町
子
ど
も
会

　
中
尾
　
和
香 

さ
ん

　（
大
川
内
小
６
年
）

▽『
い
の
ち
を
引
き
つ
ぐ
』

　
伊
万
里
地
区
子
ど
も
会

　
池
永
　
葉
子 

さ
ん

　（
伊
万
里
小
６
年
）

▽『
鼓
笛
隊
と
私
』

　
大
坪
地
区
子
ど
も
会

　
久
保
田
小こ

晴は
る 

さ
ん

　（
大
坪
小
６
年
）

『中学生の部』発表者の皆さん

 小学生の部 

大会運営の補助員として活躍した『ＪＬＣぱらだいす伊万里』の皆さん アトラクションで元気に踊ってくれた大川保育園の園児たち

　
特
集
で
取
り
上
げ
た
よ
う
に
、
今
年

は
伊
万
里
港
開
港
50
周
年
。
記
念
事
業

と
し
て
開
催
し
た
伊
万
里
み
な
と
祭
り

は
、
大
盛
況
の
う
ち
に
終
了
し
ま
し
た
。

ご
来
場
く
だ
さ
っ
た
皆
さ
ん
、
本
当
に

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
今
か
ら

50
年
後
、
伊
万
里
港
は
ど
の
よ
う
な
発

展
を
遂
げ
て
い
る
で
し
ょ
う
か
。
さ
て
、

伊
万
里
港
開
港
の
年
に
ス
タ
ー
ト
し
た

伊
万
里
の
行
事
が
あ
り
ま
す
。『
子
ど
も

話
し
方
大
会
』
は
青
少
年
の
『
美
し
い
こ

と
ば
と
豊
か
な
心
』
を
育
て
る
こ
と
を
目

的
と
し
た
、
50
年
の
歴
史
を
誇
る
催
し
。

今
年
の
大
会
を
取
材
し
、
自
分
の
体
験
や

考
え
を
し
っ
か
り
と
ま
と
め
、
表
情
や
声

の
抑
揚
、
ジ
ェ
ス
チ
ャ
ー
な
ど
を
駆
使
し

な
が
ら
、
一
生
懸
命
伝
え
よ
う
と
す
る

子
ど
も
た
ち
の
姿
に
、
深
い
感
銘
を
受

け
ま
し
た
。
出
場
者
は
緊
張
で
大
変
だ
っ

た
で
し
ょ
う
。
し
か
し
、
そ
れ
も
含
め

て
貴
重
な
経
験
と
な
る
は
ず
で
す
。（
忠
）
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